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蝶

夢

の
俳
壇

登
場

を

め
ぐ

る
諸
問
題

(上

)

田

中

道

雄

五
升
庵

蝶

夢

(享

保

一
七
ー

寛
政

七

)
が
登

場
し

、
活

動
を

展
開

す

る

に
至

る
宝
暦

・
明
和
度

、
俳

壇

に
は
あ

た
か
も

中
興

の
気

運

が
萌
し

つ

つ

あ

っ
た
。

こ

れ
ま

で
浄
業

の
余

暇

に
貞

門
系
俳

譜

を
楽

し
む

に
す

ぎ
な

か

っ
た
僧

蝶

夢
は
、

い

つ
し

か
そ

の
気

運

に
影
響

を
受

け

、
ま

た
影
響

を
与

え

つ

つ
俳

壇
主

流

に
身

を
委

ね

る
。

俳
僧

蝶

夢

へ
と
変

貌
を
遂

げ

た
そ

の

初

期

の
活
動

の
実

態

を
捉

え

て
伝

を
記

し
、

そ

の
特

質

を
見
出

す

こ
と

が

本

稿

の
意
図

す

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

さ
ら
に
俳

譜
中

興
運

動

の
側
面

を
も

窺

見

し
得

る
な

ら
、
稿

者

に
と

っ
て
望
外

の
喜
と
す

べ
き

で
あ
ろ

う
。

一

年
代
区
分

本

稿

が
、
蝶

夢

の
活
動

の
初
期

と
し

て
扱

う
期
間

を

明
和
七

年

ま

で
と

す

る
。

さ

ら

に
そ
れ

を

〈
～
宝
暦

一
〇
年

〉

・

〈
宝

暦

=

年

～
明
和

七

年
〉

の
二

期

に
分

け

、
そ

れ
ぞ

れ
を
第

一
期

・
第

二
期

と
す

る
。

そ

の
区

分

の
指

標

と
な

る
べ

き
事
実

を
述

べ
よ
う
。

ま
ず

宝
暦

十
年

で
あ

る
が
、

こ

の
年

ま

で
に

蝶
夢

は
宋

屋

門

か
ら
支
麦

系

へ
転

じ
た

は
ず

で
、
宝
暦

十

一
年

に

は
、

は
じ

め
て
支
麦

系
俳

書

に
出

句

し

た
。

ま

た
明
和

七
年

は
、

そ

の
最

初

の
大
事

業

で
あ

っ
た
義

仲
寺
芭

蕉

堂
修
復

達
成

の
年

と
し

て
忘

れ

ら
れ
な

い
。

こ

の
二
時

点

は
、
蝶

夢

の

俳

壇
登

場

の
階

梯

と
し

て
き

わ
め

て
重

要

と
思
え

る

が
、
同
時
代

人

も

ま

た
、

こ

の
両
件

を
も

っ
て
初
期

蝶
夢

の
重
要

な
体

験

と
見
倣

し
た

よ
う

で

萌
澄
。

こ

こ
に
興

味
あ

る
資
料

を
挙

げ
よ

う
。

『
東
海
道

祖
翁

句
集

並

古

(
2
)

歌

』

と
題
す

る
写
本

で
あ
る

が
、

そ

の
義
仲

寺

の
項

に
次

の

一
節

が
見

え

る
。0

近
年
宝
暦
十
年
の
頃
京
都
下
岡
崎
五
升
庵
蝶
夢
四
方
の
俳
人
に
触
て
此
草
室
を
創

し
堂
内
に
翁
の
門
下
三
十
六
人
の
秀
句
を
あ
つ
め
て
其
門
弟
子
の
血
脈
を
尋
其
輩

の
孫
弟
の
胤
を
た
つ
ね
て
是
に
書
し
め
四
方
に
配
る

蝶

夢
が
義
仲

寺

に
芭
蕉

堂
再

興

の
供
養

を

営

ん
だ

の
は
明
和

七
年

三
月

十

五

日

で
あ

っ
た
。

し

た
が

っ
て
、

文
脈
上

"
此
草
室

を
創
し

"

に
か

か
る

"
近
年

宝
暦

十
年

の
頃

"

は
明

ら
か

に
誤
り

で
あ

る
。

し

か
し

、
か

よ
う

な
年

号
と

年
次

を
通

し

て

の
誤

り
は
、
書

写
上

の
誤

記
と

す
る

よ

り
編
者

の
記

憶

の
齪
語

に
基

づ
く

と
認

む
べ
き

で
あ

ろ
う
。

す

な
わ
ち

"
宝
暦

十

年

の
頃

"
は

た
ん

な
る
年
代

の
ず

れ

と

い
う
性

質

の
誤

り

で
は
な
く

、
そ

の
年

頃
を

蝶

夢

の
活

動
活
濃

化

の
始
期

と
す

る
別

の
記
憶

が
存

し

た
故

の

誤

用
な

の

で
あ
る
。

蝶
夢
等

京
俳

人

の
動
向

に

明
る

い
と
思
え

る
編

者

に
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よ

っ
て
、
こ
の
二
時

点

が
蝶

夢

の
重

要
な

伝
記

的
事

実

と
し

て
記
憶

さ

れ
、

時

の
経
過

に
従

っ
て

混
同
を

招

い
た

の
で

は
あ

る
ま

い
か
。

こ

の
よ
う

に

仮
定

す

る
な

ら
、

こ

の
資

料

は
右

二
件

の
時
期

区
分

指

標
と

し

て

の
妥
当

性

を
は

か
ら

ず
も
裏

付

け

て

い
る
わ
け

で
あ

る
。

二

こ
の
期
の
略
伝

は

じ

め

に
初

期

の

蝶

夢

の

伝

記

的

事

実

を

略

述

し

よ

う

。

五

升

庵

二

世

瓦

全

の

執

筆

と

思

え

る

「
師

傳

」

(
寛

政

九

年

刊

『
俳

譜
童

子

教

』

収

)

は

、

冒

頭

次

の

よ

う

に

述

べ

る

。

幻
阿
師

ハ
京

師

ノ
人
也
以

「ゴ
旱
保
十
七
年

↓
生

ル
幼

ナ
ク
投
せ
㌃
洛
東

法
国
寺

イ
師
升
雄ン

事

フ
其
阿

り
其
阿

ハ
遊
行
之
徒

ナ
り
鑑

述
ヲ
児

ノ
頴
敏

ナ
沸
ヲ

九
歳
ニ
シ
一ア
剃
度

ス
レ
ト
モ

終

二
遡

⊃
吉
水
之
流

己
学
成

,ア
乃
チ
住

7
干
中
川
阿
弥
陀
寺

ノ
中
帰

白
院

弓
然

レ
ト
モ

常

二
不

レ
喜

三
徒

二
食

コ
質
ヲ

檀

施

ヨ
於
け
是

二
明
和

四
年

三
十
六
歳
ニ
シ
一ア
附
⊃

其
ノ
院

ヲ
法
嗣
茎

颪

洛
東
岡
崎
村
.
シ
一ア
縛

4

小
蕎
、↓
静
心
念
佛
.
犀

。
リ
焉
師
有
コ

雅
情

一
以
け
故
ヲ
山
人
墨
客
ト
締
四
交

リ
ヲ
浄
業
ノ
饒
暇
常

二
為
7
方
外
之
遊

づ
自
フ
ハ

玩

-
誹
譜
り
深
ク
慕
ヨ
巴
蕉
翁
之
風
致
↓

こ

こ
に
大
方

は
尽

く
さ

れ
て

い
る

が
、
未

だ
分

明

で
な

い
点
も
多

い
。

た

と
え

ば
俗
姓

名

や
出

自

で
あ
る
。

「
師
傳

」

に

は

「
京
師
κ

也
」

と

あ
り

、
安

永
六
年

五

月
朔

日
白
露

宛
書

簡

に
も

「
野
子

素
上

の
事

申

よ
し

野
子

は
京
都

産

に
而
京

を

は
な

れ
す
勿

論
越

前
敦

賀

は
先
祖

の
親
族

に
御

座

候
致

九

歳
よ

り
出
家

申
候

」

と
あ

っ
て
、
出
生

地

が
京

で
あ

る

こ
と
、

敦

賀

に
縁
者

が

い
た
こ
と

は
間
違

い
な

い
。

し

か
し
他

に
も

小

林
文
夫

氏

が
明
和

九
年

正
月

二

十
五

日
紫
螂

宛
書

簡
を

引
用

し

て

「
蝶

夢

の
故

郷
は

加

賀

で
あ

っ
た

ら
し
」

い
と
述

べ
、

信
愚

性

に
は
乏

し

い
が
、
ま

た

『
五

升
庵

道
統

系
譜

』

に
近

江

木
之

本

(
湖
北

に
位
す

る
北
国

街
道

の
宿

駅

)

の
出
身

と
す

る
説

が
あ

る
こ
と

も
無
視

で
き
な

い
。

父

や

「
母

な

り
け

る

〔
15

)

尼

上

」

に

つ

い
て

は
何

も

手
掛

り
を
得

ぬ

の
が
現

状

だ
か
ら

で
あ

る
。

そ

の
縁
故

の
深

さ
は
別

と
し

て
、
北

陸

路

に
限

っ
て
関
係

づ
け

ら
れ

る

こ
と

も
留
意

さ
る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

享
保

十

七
年

十

一
月

一
日
誕
生

、
元

文
五
年

九

才

で
出

家

し
て
時

宗
法

(8
)

国

寺

に
入

り
、

其
阿
上

人

の
剃
髪

を
受

け

て
木
端

と
称

し
た
。

延
享

元
年

(
蝶
夢

十
三
才

)
法

国
寺

の
文
庫

に

『
枝
葉
集

』

(
俳

譜
作

法

書

、
沽
徳

編

、
正
徳

五
年
刊

)
を
見
出

し

て
よ

り
俳

講
に
関
心

を
寄

せ
、

同

年

ま
た

は
翌
延

享

二
年

(
十
四

才

)
浄
土
宗

阿
弥

陀
寺

の
支
院

で
あ

る

帰

白
院

に
転

じ

て

か
ら
は

、
師
僧
般

亮

・
法

兄

元
松

の
影

響

で
さ
ら

に

興

味

を
・覚

え

る
。

自

ら

"
睡
花

堂
蝶

夢
"

と
号

し
た

の
も

こ

の
頃

で
、

法
国

寺

か

ら
携
行

乱
)た

『
枝

葉
集

』

の
表
紙

に
そ

の
俳

名

を
書

き
付

け
、

そ

の

後

も
所

持
し

た
。

般
亮

は

、

『
帰

白
院

檀
中
霊

名

経
木
帳

改
』

(
以

下

『
経
木
帳

改

』

と

略

称

)
に

、

十
世

泰
蓮
社
安
誉
叡
廣
心
碩
和
尚

延
享
二
年
十
二
月
十

一
日

と
見

え
る
心

碩
和

尚

と
思

わ
れ
、
八

世

の
音

長

法
師

で
は

あ
る
ま

い
。

な

ぜ
な

ら
、
寛

保
四
(
延
享

元

)
年

の
『
四
時

堂
米

史
歳

旦

集

』
に
は
般
亮

・
一

松

と
も

出
句

す

る

の
に
翌
延
享

二
年

歳

旦
集

に
は

二
松

の
み
出
句

し

、

か

つ
ま

た
、
宝
暦

十

一
年

の
序

あ
る

『俳

譜
古
選
』

附
録

に

は
蝶
夢

・
一
松

と

連
出

し
な

が
ら
般

亮

の
名

を
見
な

い
。

こ

の
事

実

は
、
仮

に
般
亮

を
心

碩

和
尚

に
当

て
る

な
ら

、
延
享

元
年

後
半

に
発
病

し

て
二
年
末

に
没

し

た

と
考
え

て
解

決

が

つ
く

の

で
あ
る
。
音

長
法

師

は
む
し

ろ
歌
道

に
長

じ

て

一22一



お

り

、

「
熊
野

詣

で

の
紀

行
」

で
も
専

ら
歌

の

み
を

詠

ん

で

い
る

し
、

明

和

二
年

十

二
月
十

八

日

に
没
し

た
際

の
蝶

夢

の
追

悼

も
和

歌

に
よ

っ
て

い

る

(

『
蝶

夢
和

尚
文
集

』

所
収

「
音

長
法

師
追

悼

和
歌

蹟

」

)
・

従

っ
て

こ

の
人
を
俳

譜
に
結

び

つ
け

る
手

掛

り
は
見

出

せ
な

い
。

般
亮

は

蝶
夢

の

帰

白
院

入
寺

当

時

の
住
職

心

碩
和
尚

と

す

べ
き

で
あ

る

が
、

そ
う
す

れ

ば

ま

た
、

十
三

才

の
時

は
法
国

寺

に
あ

っ
た

の
で
あ

る

か
ら

、
転

籍

は
前

述

の
期

間
内

に
限

定

さ

れ
る

で
あ

ろ
う
。

師
僧

の
死

に
遭

遇

し

た
十

四
才

の
蝶
夢

を
慰

励

し

つ

つ
導

い
た
恩

人

が
、

退
隠

後

も
院

内

に

あ

っ
た
音

長

法
師

で
あ

っ
煽
～

蝶

夢

は
十

世
心

購
和

尚

を
襲

っ
た
十

一
世

住

職

で

(

『
経
木

帳
改

』

)

、
住

職
就

任

の
年

ま

で
音

長
法
師
が
霧

議

行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
(華

そ
の
就
任
の
年
を

『
五

升
庵

上

人
年

譜

便

覧
』

は
宝
暦

六
年

(
二
十

五
才

)

と
す

る

が
、

既

に
十

世
没

後

十

一
年

目

で
あ

る
。

右

の
事
情

が
有

る

と
す

る
な

ら

、

蝶
夢

の
就

任

が
今

す

こ

し
湖

る

こ
と

も

あ
り
得

よ

う
。

宝
暦

四
年

六
月

、

巴

人
十

三

回

忌
追
善

法

要

が
同

帰

白
院

に
お

い
て
営

ま

れ

た
。

そ

の
記

念
集

『
骸

う計
欝

明

の
蓮
』

(宋

屋
編

)

に
蝶

夢

は
次

の
二
句

を
寄

せ

て

い
る
。

追
福

光
陰
も
馴
る

・
間
は
や
し

一
夜
酒

釈
蝶
夢

机
墨
庵
主
十
三
回
の
追
善
興
行

ハ
予
か
法
室
に
入
て
宴
を
求
む
諸
好
士
群
来

り
て
窓
外
に
満
る

蝸
牛
の
家

へ
維
摩

の
客
人
数

全

こ

の

「
予

か
法

室
」

の
語

は

一
寺

を
住

持

す

る
責

任

あ

る

立
場

を

示
し

、

「
蝸

牛

の
家

」

は

そ

の
故

に

こ
そ

吐

く
を

得

た
謙

辞

と

す

べ
き

で
は

あ

る

ま

い
か
。

法
宴

の
た
め

と

は
言

え
、
多

数

の
俳

友

を
己

が
堂

内

に
請

ず

る

こ
と
を

得

た

の
も

、

既

化
帰

白
院

を

支
配

し

た

こ

と
を

物

語

る
も

の
と

言

え

よ
う
。
傍

証

を
得

ぬ
限

り

、

『
年

譜
便

覧
』

の
宝
暦

六
年

就
任

説

は
疑

う

べ
き

で
あ

る
。

と
も

あ
れ

、
蝶
夢

は

明
和
四

年

(
三
十

六
才

)
ま

で
帰

白
院
住

職

と
し

て
在
職

し

た
。

そ

の
後
下

岡
崎

に
移

る

の

で
あ

る

が
、
そ

の
結
庵

は
退
院

の
年

と

一
致

し
な

い
。

明
和

四

・
五
年
中

の
序

蹟

に
は
例
外

な

く

「
京
極

中

川

の
法

師

蝶
夢
」

等

の
署
名

が
見
え

、
六
年

に

は
三
月

十
二

日

興
行

の

『
己
丑

墨
直

し
』
序

に

「
京
極

中

川
わ

た
り

の
法
師
」
、
四
月

付

の

『
俳

譜

十

論

発
蒙

』
蹟

に

「
於

東
山

岡
崎

の
庵

に

て
蝶
夢
書

之
」

と
記

さ

れ

て

い

る
。

そ

こ

で
明
和

六
年

三
月

か
ら

四
月

に
至

る
間
を
結

庵

の
時

と
す

べ

き

で
あ
る

が
、

大
内
初

夫
氏

に
異
説

が
あ

る
。

『
続
句
集

』

に
、

ふ
る
と
し
は
、
蝶
夢
法
師
と
し
ご
ろ
住
た
ま
ふ
中
川
の
御
寺
よ
り
此
岡
崎
に

隠
居
し
、
庵
む
す
び
給
ふ
に
ご
・
う
た
の
し
く
て
、

酢
を
も
ら
ふ
隣
も
で
き
て
花
の
春

諸
九

の
句

が
あ
り

、

『
明
和

六
年
諸

九
尼

歳

旦
帳
』

に
も

見
え

る

こ
と
を

根
拠

に

、
明
和

五
年

の
結

庵

と

さ
れ

る

の
で
あ
瓠
ピ

こ
の
矛

盾

を
解

く

た
め

に

は
、

五
年

末

に

一
応

の
移
転

を
終

り
な

が
ら

、
五
年
末

か
ら
六
年

三

月

に

か
け

て
は

未

だ
全
生

活
を

岡
崎

へ
移
す

こ
と
を
得

ず

、
従
来

の
よ
う

に
帰

白
院

を

用

い
る

こ
と
も

あ

っ
た
と

想

像
す

る

し
か
な
磁

・

五
年

十
二

月
八

日
記

の

『
は
ち

た

・
き

』
序

に

は

「
雪
吹

ち

ら
す
…

…
夜

人
く

こ

の
中

川

の
庵

に
ま

と
ゐ

し

て
…
…

あ

る
し

の
法
師
…

…

な
と

や
こ

の
雅

興

に

二

詠

な

く

て

は
と
そ

・
の
か
し

聞

ゆ
れ

は

一
座

ゑ

つ
ほ

の
會

と
な

り

ぬ
」

と

記

す

が

、
蝶

夢
自
身

の
こ
と

ら
し

い

「
あ
る
し

の
法

師
」

を
慕

っ
て
人

々

が
集

う
夜

が
、
序

の
日
付

か
ら

ひ
ど
く

湖
る

と
は
思

え
な

い
。

ひ
と

ま
ず

岡
崎

へ
移

っ
た
の
は
鋪

五
年
の
歳
暮
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
明
和
四
年

法

座

を
十

二
世

松
童

和

尚

に
譲

っ
て

か
ら

の

二
年
余

は
、

そ

の
ま

ま

院
内
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(
17
、

の

"
半

閑
堂

"

で
隠
棲

し

た
も

の
と
思

わ

れ
る
。

岡
崎

の
庵

が
"
五
升

庵

"

と
命
名

さ

れ

た

の
は

(鯛
和

七
年

正
月

で
あ

っ
た
が
、

そ

の
経

緯

に

つ
い
て

は
西
山

隆

二
氏

の
考

証

が
備

わ

る

の
で
記

さ
な

い
。

以

上

は
、

初
期

蝶

夢

の
主

要
な
伝

記

的
事

実

の
確
認

と
年

次

限
定

を
試

み
た
も

の
で
あ

る
。

①

法
国

寺
入

山
②
帰

白

院
転

籍
③

同

院
住

職
就
任
④

同
院

退
院
⑤

岡
崎
庵

結
庵

と
述

べ
来

っ
た

が
、
①
②

③

は
俳

譜
活
動

と
は

結

び

つ
か
ず
④
⑤

は
後

述
す

る

よ
う

に
不
可

分

で
あ

る
。
帰

白

院
退
院

と

そ

れ
に
続

く

二
三

年

こ
そ

、
俳

譜

活
動

が
寺
僧

生

活

に
代

っ
て
主

業

と
な

る
転

機

で
あ

っ
た
。

蝶

夢

の
生
涯

に
決
定

的

な
方

向
付

け

を

な
し
得

た

こ

の
時
点

ま

で
を
初

期

と
し

、

一
劃

し

て
本

稿

に
論

ず

る
由

縁

で
あ

る
。

三

第

一
期
の
俳
歴

初

期

蝶
夢

の
俳
歴

を
ま

ず
第

一
期

か
ら
述

べ
て
行

こ
う
。

十
三

の
年

、

法
国

寺
内

に
お

い

て

『
枝
葉
集

』

を
披

見

し
た

の
が
端

緒

と
な

り
、
帰

白

院

に
移

っ
て
般
亮

・
一
松

の
俳

話

を
聞

い
た

こ
と

は
前

述

し

た
。
し

か
し
、

こ

の
師

や
法

兄

に
従

っ
て
貞
門
末

流

の
四
時

堂

二
世
米

史

の
俳
席

に
列

っ

た

と

の
資
料

は
未

だ
見
当

た
ら

な

い
。

ま

だ
若

輩

で
あ

っ
た
し

、
早

く
も

延
享

四

年

(
蝶

夢

一
六
才

)
十

二
月

二
七

日
、

米
史

は
四

十
四

才

で
没
し

た
か
ら

で
あ

る

(
『
誹
譜
家
譜

』

)
。

蝶

夢

の
最
初

の
出

句

は
、
管
見

で

は
先

の
『
械
=計
襲
明

の
蓮
』

(
宝
暦

四
年

六
月

奥

)

で
あ
る

が
、

机

墨
庵

宋

屋

(
元

禄
元

年
-

明
和

三
評

一
原

松

門
、

の
ち
巴

人
門

)

に
近

づ

い
た

の

は
、
宝
暦

五
年
刊

『
杖

の
土
』

(
宋
屋

編

)
に

よ

れ
ば
さ

ら

に
湖

る
か
も

し
れ

な

い
。

同
書

は
宋

屋

の
東
北

行

脚
並

び
に
耳

順

の
賀
集

で
、
旅
行

は

延

享

二
年

九
月

十

六
日
京

出
発

、
仙

台

で
越
年

し

て
翌
三

年

三
月
松

島

に

遊

び

十

一
月

初

め
江

戸
着

、
同
月

末

に
帰

洛
し

た
ら
」

廼

、
ま

た
年

賀
は

正
当

な
ら
寛
延

元

(
延
享

五

)
年

に
開
宴

さ
れ

る
は
ず

で
あ

る
。
従

っ
て
、

い
ず

れ

の
場

合
を

と

っ
て
も
刊

行

は
著
し

く
時

期
を
逸
し
た
こ
と
に
な
る
。

と

こ
ろ

で
同
書

洛

の
部

に
、

奥

羽
の
遊
旅

も
二
と
せ
あ
ま
り
あ
り
て
ふ
た

・
ひ
花
洛

の
草
扉

に
座
す

お

ろ
か
さ
は
旅

と
お
も
は
す
宿

の
春

宮閣
房

宋

屋

を

立
句

と
し

、
松

江
以

下
が

こ
れ
を

次

い
だ
百
韻

が
出

て

い
る
。

そ

の
中

の
八

七
句

目

に
蝶

夢

の
名

も

見
え

て
同
座

が
証

さ
れ

る

の
で
あ
る

か

ら
、

脇
以
下

の
連

吟
を
も

帰
京

早

々

の
賀

詠

と
す
る

な
ら
同

座

は
延

享

四
年

、

蝶
夢

十
六
才

の
春

で
あ

っ
た
。

次

い
で
、

師
翁

の
歯

を
寿
く

ま

た
本

に
こ
ま

か

へ
り
た
り
翁
草

蝶
夢

鳥

の
心
も
解
初

る

沢

宋
屋

二
の
替

り
曾
我
傾

城
に
定

り
て

嚇
山

に
始
ま

る
六
吟

歌
仙

(他

に
李
卿

・
都
夕

・
蝶

車

)
が
あ

り
、

「
師

翁
」

と

呼

ぶ
こ
と

、
発
鉤

を

詠
む

、芝

が
注
意

さ

れ
る
。

、汽

は
寛

延
元

年

春

の

こ
と

で
あ

ろ
う
か
。
順
当

に

こ

の
年

開
か

れ
て

お
れ
ば

蝶
夢

は
十

七
才

、

発

句
を

詠

み
、
師

宋

屋

(
耳
順

)
と
先

輩

繍
山

(
三
十

一
才

)
に

こ

れ
を

次

が

せ
る

に
は

や
や
早

す
ぎ

る
年

令

で
は
あ
る
ま

い
か
。

と
す

る

と

こ

の

賀

会

の
年

は
動

く

か
も

し
れ

な

い
。
不
安

は
帰

洛
祝

賀

の
百
韻

に
も

及

び
、

正

当
年

開
錘

に
非

ざ
る

か
と

の
疑

い
を
残

す

の
で
あ
る
。

ま

た
洛

の
部

最

末

部

に
は

、
紀
行
年
賀
相
和

し
て

一
集
成

る
を
祝

す

月
雪

に
果
報

い
み
し

き
爺

哉

哺
山

筆
ま

め
足
ま

め
六
十

一
帰

蝶
夢

に
始
ま

る
両
吟

二
十

四

節
と

囎
山

の
漢

文

蹟
が
付

置

さ
れ

て
お

り
、
囎

山
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と

の
近

接
お

よ

び
囎

山

に
協

力
し

て
本
書

編
纂

に
多

少

は
参

画
し

た
ら

し

い
様
子

も
窺

わ

れ
る

の
で
あ

る

が
、

こ

の
歌
仙

興
行

も

ま

た

い

つ
で
あ

る

(
19
)

か
不

明

で
あ

る
。

『
杖

の
土

』
成

立

の
年

と

言

わ
れ

る
宝

暦

二
年

(
二

十

一
才

)

の
可
能

性

を
認

め
得

る
と
し

て
も

、
蹟
年

の
宝

暦

五
年

と
す

る
説

も
否
定

で
き
な

い
か

ら

で
あ

る
。

結

局
、
三

巻

を
通

じ

て
そ

の
興
行

年

推

定

は
甚

だ
心

許
な

い
も

の
と
な

っ
た
。
稿

者

は
先

に
宝
暦

四

年
以
前

入

門

の
可
能

性

を
説

い
た

が
、
年

次
確

認
可
能

の
上
限

は

な
お
『
械
う計
蔚

明

の
蓮

』

の
法
錘

な

の

で
あ

っ
て
、
蝶

夢

の
宋

屋

門
入

門

の
時

期

は
、
不
本
意

な

が

ら
宝

暦
四

年

六
月
以

前

と
し

か
言

え
な

い
の

で
あ

る
。
後

述

す

る
よ
う

に

蝶

夢

が
宋

屋

に
特

に
親

表
し

た
と

は
認

め
ら

れ
な

い
が
、
そ

れ
は
ま

た
交

渉
期

間

が
さ

ほ
ど
長

く

は
な

い
こ
と
を
物

語

る
も

の

か
も

し

れ
な

い
。

宋

屋
門

入
門

の
時

期

が
格
別

早

か

っ
た
と

は
思

わ
れ

な

い
の

で
あ
る
。

と

も
あ

れ
宋

屋
門

と

し

て

の
俳

歴

は
宝
暦

十
年
頃

ま

で
は
続

く
。
以
下

、

出
句

を
年

譜

風

に
示

そ
う

。

1
、
宝
暦

四
年
六
月
頃

「
夜

半

亭

十
三
回
忌

明

の
蓮
」

(宋
屋
編

)
刊
。
帰

白
院
に
お
け
る
追

善
興
行

に
同
座
、
続
除
韻

に
同
座

、
発
句

二
句
入
集
。

2
、
宝
暦
五
年
二
月
頃

「
う
た

・
ね
』

(
一
炊
庵
紹
簾
編

)
刊
。

賀
歌
仙

に
同
座

、
宋

屋

門
連
衆
と
と
も

に

元
句

入
集
。

同
書
は
編
者

の
八
十
寿
賀
集
。

編
者
は
沽

徳
門

、

大
坂
住
。

(19
)

3
、
同
年

「
杖

の
土
』

(宋
屋

編
)
刊
。

竿
秋

の
序
あ

り
。
本

文
の
部
未
見
。

(前
述
)

4
、
同
年

十
二
月
頃

「真
空
言
』

(夕
静
編

、
風
状
後
見
か
)
刊
。

一
句

入
集
。

同
書

は
画
讃
集
で
宋
屋

嵐

状
等
の
践
あ
り
と
舌即擢
・
編
者
は
宋
屋
門
ま
た
疑

恥

讃

州
丸
亀

の
人

で
し
ば
し
ば
在
京
し

た
。

5
、
宝
暦
六
年

一
月

「
歳
旦
』
(
一
草
舎
晩
鈴
編

)
刊
。

「
同

(京
机

墨
庵

連
)」
と
肩
書

し

て

一
句
入
集
。

編
者
は
大
坂
住

、俳

系
未
詳

で
あ
る

が
宋
屋

門
に
極

め
て
親
し

い
。

6
、
同
年
二
月
頃

「績
霜
轍
誹

譜
集
』

(丈

石
斎
宗
順

編
)
刊
。
付
句

四
句

入
集

。
同

書
は
高
点
付
句
集
。
編
者

は
知
石
門

、
京
住

、
千
載
堂

と
も
号
し
た
。

7
、
同
年
六
月

『露

の

一
葉
』

(吉

沢
鶏

山
序

)
刊
。

一
句

入
集
。

本
書

は
新

井
弐
葉

(以
)

追
善

集
。
鶏
山

は
涼
袋
門
、
信
濃

の
人
と
言
う
。

8
、
同
年
夏

「
〔鰍
二
十
五
回
忌
集
〕
』

(
晩
鈴
等

編
)
刊
。
宋

屋
門
連
衆
と
し

て

一

句
入
集
、

「

同

(京
)
鳳
聲
亭

蝶

夢
」

の
号

を
用

い
る
。

上
巻

未
見
。

9
、
同
年
十

一
月
頃

『
一
葉
塚
』

(
乙
貫
ゴ
虎

州
編
)
刊
。

「宋

屋
連
」
と
し
て

一
句

入
集
。
同
書
は
嵐
雪
五
十
回
忌
集
。

編
者

は
淡
路

の
人
で
嵐

雪

の
甥
と
言
う
。
大
坂

住
か
。

10
、
宝
暦
七
年
十
月
頃

『
辮
諌
鼓
鳥
』

(
三
居
庵
飛
良

編
)
刊
。

一
句
入
集
。

編
者

は

乙
由
門
、
京
住
。
練
石

の
蹟
あ

り
。

へゐ
〕

11
、
同
年

「繍
机
す

み
』

(宋
屋
編

)
成
。
付
句

四
句

入
集
。

同
書
は
編
者

の
古
稀
年

賀

の
高
点
付
句
集
。
前
編
未
見
。

1

12
、
宝
暦
八
年

一
月

「宝
暦
八
年
除
元
集
』

(風
雲
斎

風
状
編
)
刊
。

一
句

入
集
。
編

者
は
羅
人
門
、
京
住
。

13
、
同
年
六
月
頃

「戴
恩
謝
』

(宋
屋

編
)
刊
喝

同
書

は
巴
人
十
七
回
忌
集

で
、
巴
人

遺

句
を
宋
屋
以
下

が
次

い
だ
歌
仙

に
同
座

、
第
五
句

を
詠
む
。

一
句
入
集
。

14
、
宝
暦
十
年
九
月
頃

『裸

噺
』

(春
要
斎

五
始

編
)
刊
。

一
句
入
集
。

編
者
は
羅
人

門
、
京
住
、

こ
の
頃

は
大
坂
住

か
。

紹
簾
の
序

・
蹟
あ
り
。

15
、
宝
暦
十

一
年
六
月

「
俳

講
古
選
』

附
録

(葎
亭

嚇
山
編
)
成
。

一
句

入
集

。
同
書

の
性
質
か
ら
し

て
当
年
作
と

は
限

ら
な

い
。

編
者

は
宋
屋

門
、
京
住
。

以
上

が
管

見

に
は

い
っ
た
宝
暦

十

年
ま

で
の
出

句

の
す

べ
て

で
あ

る
。

精

査
す

れ

ば
さ
ら

に
資
料

を
加

え
得

る

と
思

う

が
、
右

十
五
項

に

限

っ
て

も

大
凡

の
交

流
圏

は
把

握

で
き

る

で
あ
ろ

う
。

ま
ず
地

域
別

に
見

る

と
そ
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の
ほ
と

ん

ど
は
京
俳

書

(
1
3

6
10

11
12
13

14

15

)
で
、
そ

れ

に
大
坂
俳

書

(
2
5

8

)
を
加

え

た
も

の

で
あ

る
。

地
方
俳

書

は
わ

ず

か
に
4

(
讃

岐

)
7

(
信

濃

)
9

(
淡

路
)

の
三
点

に
過

ぎ
ず

、

4
は
京

へ
9
は
大

坂

へ
含

め
る

こ

と
も
許

さ

れ
よ
う
。

純

粋
な

地
方
俳

書

は

7

の
み
と
な

り
、

俳
交

が
二
都
俳

壇

に
限

ら

れ

た
こ
と

を
示

し

て

い
る
。

交

渉
俳
系

は

ど
う

で
あ

ろ
う

か
。
宋

屋

編
書

(
1

3
11

13

)
同

門

人
編
書

(
15

)
は
当
然

と

し

て

、
竿
秋

(
3
序

)
五

始

(
14

)
風

状

(
4

12

)
等

淡

々
系
俳

人

の
編

書

が

目
を
引

き

、

そ

の
余

の
俳
書

も

中

に
こ

の
三
者

の
名

を
見
出

さ

ぬ
も

の
は

稀

で
あ
る
。

宋
屋

門

と
淡

々
系

と

が
其
角

系
同

志

と
し

て
同

一
俳

圏

を

形
成

し

、
そ

の
内

で
極

め

て
密

に
接
し

た

こ
と

が
理
解

さ

れ
る
。
宝

暦

七
年

三
月
大

坂

の
大

江
丸

が
始

め

て
蝶
夢

の
も

と

に
来
訪

し

た
が
、
(
『
は

(
26
)

い
か

い
袋
」

)

、

こ
の
頃

大

江
丸

は
淡

々

・
良

能

の
門

に
遊

ん

で
お
り

、

こ

こ
に
も

京

坂
を
同

一
域

内
と

し
、
宋

屋

門

と
淡

々
系

と

が
交

流
し
合

う

姿

を

見
出

す

こ
と

が

で
き
る
。

大

坂
俳

書

へ
の
出
句

は
常

に
宋

屋
連

衆

の

一
員

と
し

て
の
形

を
と

る

か
ら
当
時

の
蝶
夢

が
直
接

往
来

し

た

こ
と
は
少

い
と

思

え
る

が
、

紹
簾

(
2

14
序

蹟
)

が
沽
徳

門

で
あ

る

こ
と
は

、
か

つ

て

蝶
夢

が

『
枝

葉
集

』

を
愛

読
し

た

こ
と
を

想
起

さ

せ
て
興

味
深

い
。

な

お
注

意

す

べ
き

こ
と

は
、
2

と

13

の
歌
仙

に
お

い
て
蝶

夢
と

巴
人

門
几
圭

が

、
13

に
お

い
て
は
同

門

雁
宕

と
蕪
村

も
同
座

し

て

い
る

こ
と

で
あ
る
。

以
上

は
す

べ

て
其
角
系

集
団

と
し

て
統

括

で
き

る
が

、
次

い
で
丈

石

(
6
)

練

石

(
10

蹟

)
等

の
貞

門
を

も
加

え

る
な
ら

、
蝶
夢

が
生

活
し

た
俳

譜
社
会

は

一
応

傭

轍
し
得

た

こ
と
と

な

る
。

右

の
俳

圏

に
収

め
得

ぬ
も

の
と
し

て
7

10

が
残

っ
た
。

7

は
未

見

で
あ

る

が
北

田
氏

に
よ

る
と
編

者

は
涼

袋

門

で
あ

り
、
希

因

を

経

れ
ば
10
同

様

乙
由

に
辿

り

つ
く
。

こ

こ
に
注
目

す

べ
き
現
象

は
京

俳

壇

と
地
方

蕉
門
俳

壇

こ
と
に

乙
由
系

と

の
接
触

で
あ

る
。

嵐
雪

五
十

回
忌
集

の
9

が
地
方
蕉

門

の
句

を
集

め
る

の
は
当
然

な

が
ら
、
、12
に

は
乙

由

門

飛
良

が
出

句

し
、

14

で
は
多
数

の
伊

勢
俳

人

の
名

を
見
出

す

こ
と

が

で
き

る
。
都
市

系

の
俳

書

に
地
方

か
ら

の
出
句

を
見

る

だ
け

で
は
な

い
。

3

で
は
宋

屋

の
東

北
行

脚
途
上

に
お

い
て

、

参
宮

の
折
麦
林
亭

へ
尋
入

行
脚

花
も
穂
も
今
濱

荻

の
盛
り
人

宋
屋

荒
田
に
馴
染
か
ね
る
落
雁

杜

菱

の
贈
答

が
あ

っ
た
し

、
14

で
も
五

始

の
伊

勢
行

が
認

め
ら

れ
、
10

の
乙
由

系
俳

書

に
は
宋

屋
門

や
淡

々
系
俳

人

が
出

句

す
る

の
み
な

ら
ず
貞

門

の
練

石

が
践

を
寄

せ

て

い
る
。

4

の
夕

静
も

か

つ
て
は
伊

勢
派

に
属

し

た

人

で

あ

つ
面
ポ

か
か
る
交

流

の
動
向

が
、

わ
ず

か
な

が
ら
も
蝶

夢
周
辺

の
老
宗

匠
達

に
あ

っ
た

こ
と
を
注
意

し

て
お

き
た

い
。

こ
こ

で
蝶

夢

の
宋

屋

門
入
門

の
契
機

を
考

え

た

い
の
で
あ

る
が
何

ら
手

掛

り
を

得

な

い
。
宋

屋

と
淡

々
系
及

び
貞
門
俳

人

と

の
接

近

は
既

に
述

べ

た
。

蝶
夢

に
俳

話

を
語

っ
た
般
亮

・
一
松

の
師

、
貞
門

の
米
史

も
淡

々
に

近

づ

い
た
よ

う

で
あ
(麺
。
蝶
夢

が
米
史

に
接

し

た
か

は
明
ら
か

で
な

い
が
、

最

初

の
俳

席

が

そ

の
系

統

に
近

い
も

の
で
あ
ろ
う

こ
と

は
想
像

で
き
る
。

右

に

見
だ

貞

門
-

淡

々
系
-
宋

屋
門

の
三
者

結
合

を
背

景

に
考
え

れ
ば

、

ひ
と

た
び
京

の
俳

壇

に
列

な

っ
た
蝶
夢

に
と

り
、
宋

屋
門

入

門

の
機

会

は

極

め
て
自
然

に
到

来

し
た
も

の
と
思

わ

れ
る
。
後

に

蝶
夢
が

欧
を

寄

せ
る

『

〔奥

羽
紀
行
〕

』

(
明
和

二
年
刊

)

の
著
者

西
角
庵

「
方

入
道
行

雲

は

貞
門

の
人

で
あ

っ
て

(
『
誹
譜
家
譜

』

『
同
拾
遺

集
』

)

、
蝶
夢

と

貞
門

と

の
関
係

の

一
端

を
示

し

て

い
る
。

と
も
あ

れ
蝶

夢

は
宋

屋

門

の
人
と
な

っ
た
が
、
果

し

て

い
か

ほ
ど

の
期
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間

、

い
か

ほ

ど

の
熱
心

を

以

っ
て

そ

こ
に
属

し
た

か
。
宝

暦
八

年

の

『
戴

恩
謝

』

以
降

宋

屋
門

に
と

ど
ま

っ
た
証
拠

は
な

い
。
後

年

の
蝶

夢
は
宋

屋

門
時

代

の
自

分

に

つ
い
て
多

く

を
語

っ
て

い
な

い
し

、

一
た

び
は
宋
屋

を

「
師

翁
」

(

『
杖

の
土

』

)
と
仰

ぎ

な

が
ら

コ

人

の
門
弟

一
人

の
師

な

き

事

は
海
内

し

れ

る

こ
と

に

て
候

」

(
天

明
三
年

四

月
十

九

日
里
秋
宛

書

簡
)

と
立

言

す

る

の
も

不
思

議

で
あ
る
。

明

和
三
年

に
宋

屋

は
没

し
た

が
、

『
香
世

界
』

(
四
年

刊

)
所

載

の
追

悼
百

韻

に
連
座

も

せ
ず

、
わ
ず

か

一

句

を
寄

せ

る

に
過

ぎ
な

か

っ
た
。

散
き
は
も
さ
す
が
老
木

の
桜
か
な

で

あ
る

が
、

こ

こ

に
切
な

い
哀
傷

や
追

慕

の
情

を
窺

う

こ
と

は

で
き
な

い
。

蝶

夢

が
宋
屋

門

の
体

験

を

あ
ま

り
感

謝
し

な

い
様
子

は

『草

根

発
句
集

』

の
自
序

(安

永

三
年

)
に

も
見
出

さ
れ

る
。

…
…
京
極
中
川
の
院
に
住
け
る
に
師
の
僧
を
般
亮
と
い
ひ
法
兄
に

一
松
と
い
ふ
人

の
有
け
る
か
常
に
其
こ
こ
ろ
を
語
け
る
を
聞
て
ガ

つ
か
ら
蝶
夢

と
名
を
付
ぬ
し

か
り
て
よ
り
の
ち
都
下
の
は
い
か
い
に
遊
ひ
て
空
腹
高
心
の
人
と
成
し
に
さ
る

へ

き
因
縁
の
時

い
た
り
て
や
越
の
敦
賀
の
浦
に
て
芭
蕉
翁

の
正
風
体
を
頓
悟
し
て
そ

れ
よ
り
…
…

般

亮

・
一
松

の
名

は
出

る

の
に
宋

屋

の
名

は
出

な

い
。

そ

れ

ど

こ
ろ
か

、

「
都

下

の

は

い
か

い
に
遊

ひ
て
空

腹
高

心

の
人

と
成

し
」

期
間

こ
そ

こ
の

章

が
扱

う
第

一
期

に
相

当

す

る
。

こ

の
時
代

を

想
起

す
る

た

び
に
蝶

夢

の

胸

に

は
苦

い
悔

恨

の
思

い
が
走

っ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

い
か

に
も
自

己
自

身

の
姿

を
否
定

し

た

げ
な

言

い
草

を
聞

け

ば
、
宋

屋

門
時
代

の
蝶
夢

が
そ

の
俳

譜

に
何

ら

か

の
価
値

を
見

出
し

、
専

心
句
作

に
励

ん

だ
と
見

る

の
は

早

計

の
よ
う

で
あ

る
。

む
し

ろ

こ
の
師

弟

関
係

は
社

交
的

色
彩

が
濃

い
も

の
と
見

る

が
正
し

い
で
あ

ろ
う
。

と

り
わ

け
長

く
緊
密

な

も

の

で
は
な

か

っ
た

の

で
あ

る
。

蝶
夢

は
次
第

に
宋

屋
門

か
ら
遠

ざ

か

っ
た
。

そ

し

て
数

年

後

(宝

暦

十
三
年

)

に

は
最

初

の
編
書

『
松

し
ま
道

の
記
』

を
刊

行

す

る
に
至

る

が
、
そ

の
中

に
蝶

夢
は
、
丈

石

・
風
状

・
一
方

等

に
交

え

て
宋

屋

と

旧
門
友
宋

専

・囎

山

・
武

然
等

の
句

を
も
収

め

た
。
宋

屋

門

と

の
離

隔

が
不

自
然

に
進

め
ら

れ

た
の

で
は
な

い
こ
と
を

物
語

る
し

、
ま

た

そ
れ

が
許

さ
れ

る
程
度

の
結
今
口
で
し
か
な
(ゆ

っ
た

こ
と
を
も

想
像

さ
せ

る

の

で

あ
る
。

わ
ず

か

に
見
出

せ
る

「
鳳
声
亭

」

の
号

を
用

い
た
頃

(
3

8

)
宋

屋

連
衆

に
伍

し

て
出

句

し

た
頃

(
2
5

8
9
)

こ
そ
宋

屋

に
最

も

近

づ

い

た
期
間

と
考

え
ら

れ
よ

う
。

四

第
二
期
の
俳
歴

①

宝
暦

十
三

年
ま

で

宋
屋

門

か
ら
遠

ざ

か
る
契
機

は

、
或

日
偶

然

に
訪

れ
た
。
後

年

の
蝶

夢

は
次

の

よ
う

に
記

し

て

い
る
。

…
…
蕉
門
に
入
た
る
は
俳
譜
に
恥
を
か
き
て
よ
り
自
然
と
蕉
翁
学
ひ
候
よ
し
御
申

く
た
さ
る
へ
く
候
其
席
は
越
前
敦
賀
白
崎
庄
次
郎
琴
路
亭
其
席
中
の
人
い
ま
た
三

四
人
存
命
に
て
候
か
く
れ
な
き
事
に
て
候
…
(
天
明
元
年
三
月
廿
日
白
露
宛
書
簡
)

…
…
敦
賀
白
崎
氏
に
而
は
し
め
て
蕉
門
に
入
り
候
事
是
は
付
句
の
法
を
し
ら
す
貼

取
之
衆
中
故
不
付
候
故
に
俳
譜
に
道
の
あ
る
事
を
自
悟
せ
し
に
て
何
も

一
句
の
上

に
て
発
明
な
と
申
尤
な
る
事
に
て
は
あ
ら
す
候
其
連
中
敦
賀
に
未
三
四
輩
致
存
命

候
…
…

(天
明
元
年
十
一
月
廿
三
日
白
露
宛
書
簡
)

こ

の
二
資
料

に
前

出

の

『
草

根
発
句

集
』
序

を

も
参

照
す

れ
ば
、

一

、
越

前

敦

賀
琴

路
亭

の
俳

席

で
恥

を

か

い
た

こ
と

、
二
、

そ

の
理
由

は
従
来

点

取

俳

譜

に
な
じ

ん

で

い
た

た
め
、

付
句

の
法
を

知
ら

な

か

っ
た

か
ら

で
あ

る

こ
と
、
二

、

こ

の
事

件
を
端

緒

と
し

て
俳

譜
に
道

あ

る
こ
と
を

悟

り
蕉
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門

に
近

づ

い
た
こ

と

の
三

点

に
要
約

で
き

る
。

以
上

い
ず

れ
も

重
要

で
あ

る
が

、
俳

壇

史

的
考
察

を

続
け

る
今

は

ひ
と
ま

ず
二

を

お
き

、
一
⇔

を
考

え
た

い
。

そ

の
前

に
次

の
資
料

を
も

加

え
て

お

こ
う
。

…
…
今
般
浪
花
二
柳
庵
東
都
江
被
致
下
向
候
付
添
書
之
儀
相
頼
被
申
候
此
人
は
加

賀

(書
入
あ
れ
ど
不
明
)
希
因
門
人
に
て
従
来
宿
老
に
而
候
野
子
杯
も
蕉
門
に
入

り
申
こ
と
此
人
之
勧
に
而
候
…
…

(
安
永
六
年
五
月
朔
日
白
露
宛
書
簡
)

…
…
浪
花
二
柳
庵
は
加
賀
山
中
之
火
宅
僧
に
而
候
希

因
門
人
に
而
口

(宿
力
)
老

に
而
候
野
庵
蕉
門
之
交
候
は
此
人
に
は
し
ま
り
候
…
…

(寛
政
六

(五
力
)
年
正

月
廿
八
日
白
露
宛
書
簡
)

こ
こ

で
は
、
四

、
蝶

夢

の
蕉

門

移
行

は

二
柳

の
勧

め

に
よ

り
、
交

渉

の
端

を

此
人

に
得

た

と
す

る

こ
と

が
注
意

さ

れ

る

で
あ

ろ
う

。

錦
漢
舎
琴
路

(享
保
元
年
ー
寛
政
二
年
)
は
支
考
系
東
怒
門
で
二
柳
に

も
学

帆
、、

『
お
く

の
ほ
そ
道

』

原
本

の
旧
蔵

者
と

し

て
知

ら

れ
て

い
一奪

三
四

坊

二
柳

(
享
保

八

年
-

享

和
三

年

)

は
加
賀

山
中

の
出

、
桃

妖

・
乙

由

・
希

因

に
学

ん

で
不

二
庵

と
も

号
」

越
・

行

脚
を

好

み
、
寛

延
末

に

は

京

に
出

、

宝
暦

初

に

は
几

圭
を
通

じ

て

か
な

り
多

く

の
京
俳

人

と
交

流
し

た

で
あ

ろ
う

と
言

わ

れ
麺

。

さ
て
、

右

の
e
日

と
四

の
間

に
矛
盾

は
生

じ

な

い
で
あ

ろ
う

か
。

一

日

は
、
琴

路
亭

で
自

ら

「
芭
蕉
翁

の
正
風

体

を
頓

悟

し
」

(
『
草

根

発
句

集
』

序

)

た
と

言

い
、
四

は

、
二

柳

の
勧

め

で
蕉

風

に
交

わ

っ
た
と

言
う

の
で
あ

る
。

こ

の
二
体

験

を
矛

盾

な

く
受

け

入

れ

る

た

め
に

は
、

以

下

の
諸
条

件

の
成

立

が
望

ま
し

い
で
あ

ろ
う
。

す

な

わ

ち

、
④

、

二
体

験

の
間

に
時

間

的
な

連
続

が
あ

る
こ

と
、
ロ

、
二
体

験

の

間

に
脈

絡

が

つ
く

こ

と
、

さ

ら
に
望

み
得

る
な

ら
、
■

、
二
体

験

が
共

通

の
場

を
持

つ
こ
と

で
あ

る
。

と

こ

ろ

で
こ

の
二
体

験

は
蝶

夢
自
身

の
言

葉

で
語

ら

れ

て

い
る

の
だ

か

ら
、
我

々
は

こ

の
三
条

件

を
充

足

さ
せ

な

が
ら

蝶

夢
伝

を
構

成

せ

ね

ば
な

ら

ぬ

こ
と

に
な

る

の
で
あ

る
。

条
件

④

か
ら
始

め

よ
う
。
琴

路
亭

に

お
け

る
蕉

風

頓
悟
を

北
田
氏

は
宝

暦

六
年

と

さ
れ

る
麺

、
そ

の
証
を

見
出

し
得
な

か

っ
た
。
他

方
、

二

柳
と

の
交

渉
を
示

す
最

初

の
も

の
は
、
管

見

で
は
宝
暦

十

一
年
三

月
刊

二
柳

編
『

墨
直

憾
ピ

で
あ

る
・

そ

の
自
序

に

「
予

こ
と

し
其
會

(東

山
双

林
寺

の
墨

直
会

)
上

に

つ
ら

な
ら

ん
と
束

湖

の
寓

居
を

は
な

れ

て
西

京

の
二
三

子
を

窺

ふ
に

あ
る

は
芳
野

の
華

に
裳

を

か

・
け

あ
る

は
須

磨

の
瀧

に
　
を

口

ふ

さ

れ
は

こ

の
日

の
む
な

し
く
過

な

ん
を

お

そ
れ

て
み

つ
か
ら
」

主
催

し

た

、

と
言

う
。

そ

し

て
集

中

に
は

洛

口

(不
明
）
の
房
や
我
は
須
磨
か
ら
墨
直
し

蝶
夢

の

一
句

を
掲

げ
る

か
ら

、

「
西
京

の
二
一二
子
」

の

一
人
が
蝶

夢
を

指

す

こ

と

は
疑

い
な

い
。

桜

の
絵
を
配

し
僅

か

二
句

し

か
収

め
ぬ
七
丁

目
表

を
蝶

夢
句

に
当

て
る

こ
と

か
ら
見

て
も

、
そ

の
扱

い
は
決

し

て
軽

い
と

は
思

え

な

い
し

、
ま

た
序

文

か
ら
察

す

れ
ば
二
人

の
交
遊

は
す

で
に
幾
何

か

の
月

日
を
経

る

よ
う

で
あ

る
。

こ

こ
で

こ
れ
ま

で
の
二
柳

の
動
向

を

振
り

返

っ

て

み
よ
う
。

宝
暦

初
年

、

既

に
京
俳

壇

に
知
己

を
得

た

こ
と

は
述

べ
た
。

(
31
)

九

年
八

月

上
旬
琴

路
亭

に
お

い
て

『
細
道

伝
来

記
』

を
も

の
し

、
十

二
月

兵

庫

・
須
磨

、
・
明
石

と
旅

し

て
但

馬

の
生
野

で
越
篇
ゴ

年

間
滞

在

の
後

、

翌
十
年

辻

朗
後

援
し

て
出

刊

せ
し

め
た

文

狸

編

『
落

葉

籠

』

に
序

し

て

生

野

を
出

発

、
近
江

八
幡

で
越

年

し
て
十

一
年

正
月

に

は

『
除

元
帖

』

を

刊

行

し

し
鵬
)こ

の

間

に

二

柳

が
京

滞

在
を

な
し
得

た
期
間

に

は
、
a
、

九
年

七
月

以
前

、
b

、

九
年
八

月

～
十

二

月

、

c

、

十
年

十

月

～

年

末

の
三

つ

の
場
合

が
考

え

ら
れ

る
。

二
柳

と

の
交

渉

の
始

期

は
そ

の

い
ず

れ

か

に
含

ま

れ

る
は
ず

で
あ

る

が
、
そ

の

い
ず

れ

に
も
否

と
す

る
根

拠
を

見
出

せ
な

か

っ
た
。

従

っ
て
こ

の
場

合
も

、
両

者
接
近

は
宝
暦

十

年
末

以

前

と
す

る
巾

広

い
年

次

限
定

で
満

足
す

る
他

は
な

い
の
で
あ
る
。

と

こ
ろ

28



で

こ
の
条

件
　

を
満
足

さ

せ
る

た

め
に

は
琴

路
亭

頓
悟

も

ま

た
宝
暦

十
年

末

以
前

で
な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

し

か
も

こ
れ

は
遙

か
に
潮

る

と
は
思

え

な

い
。

頓

悟
時

の
上

限

を

『
戴

恩
謝

』
出

句
直

後

あ

た
り

と
す

る
な

ら
、

二

柳

と

の
交
渉

始
期

は
お
よ

そ
宝
暦

八

.
九

.
十

年

の
間

に
在

っ
て
、
そ

の

後

半
ほ

ど
蓋

然
性

が
高

い
こ
と

に
な

る
。

次

に
条

件
　

に

つ
い
て
考

え

る
。

こ
の
条

件

も
ま

た
充

分

に
成

り
立

ち

得

る
可
能

性

を
持

っ
た
。

な

ぜ
な
ら

、
蝶
夢
-

琴

路
間

、
蝶

夢
i

二
柳
間

、

の
み

な
ら
ず

二
柳
-

琴

路
間

の
交

渉

も
ま

た
既

に
見

た

よ
う

に
存

立
す

る

か
ら

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
三
角
形

の
三
辺

に
も

似

た

こ
れ
ら

の
交
渉

が
、

そ
れ

ぞ
れ
独

自

に
発
生

し

た
と
見

る

の
は
妥
当

で

は
あ

る
ま

い
。
条

件
回

成

立

の
た

め
に

は
、

い
ず

れ

か
が

い
ず

れ
か
を

派
生

し

た
、

つ
ま

り
三
者

の

一
が
紹
介

し

て
残

る
二
者

間

の
交

渉
を

開

き
、

そ

こ
に
三
巴

型

の
交
流

が
生

じ
た

と
見

る

の
が
よ

り
事
実

に
近

い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
な
ら
ば
そ

の
紹

介

者
を
誰

と
す

る

の
が
至
当

で
あ

ろ
う

か
。

「蕉

門

之
交

」

を
紹
介

さ
れ

る
は
ず

の
蝶

夢

が
、
支

麦
系

同

志

の
二
柳

と
琴

路
を

紹
介

し

た
と

い
う

の

は
お

か
し

い
か
ら
、

琴
路

ま

た
は

二
柳

と
す

べ
き

で
あ

る
。

次

い
で
そ

の

二
を

一
に
絞

る

に

は
慎
重

を
要

す

る
が

、
や

は
り
琴

路

と
考

え

た

い
。
一

口

と
四

の
間

に
脈
絡

を

つ
け

る
な

ら
、
一
二

が
先

に
生

じ

、
そ

れ
を
端

緒

と
し

て
四

が
生

じ

た
と
す

べ
き

だ
ろ
う

か
ら

で
あ

る
。
"
か

ね

て
二
柳

と
交

っ
た
蝶

夢

が
、

二
柳

㌘

劒
め

で
琴
路

亭
出

席

の
た

め
京

か

ら
出

か
怯
ま
た
は

た
ま

た
ま
敦

賀

に
在

っ
た
折

に
二
柳

の
勧

め
も

あ

っ
て
琴
路

亭

に
赴

き

)、

こ
こ
で

は
か
ら

ず
も

頓
悟

し

て
そ

の
後

次
第

に
蕉

門

へ
の
俳

交

が
開

か

れ

た

〃
と
考

え
る

よ
り
、
"
た
ま

た
ま
敦

賀

に
在

っ
た
蝶

夢

は

、
縁

あ

っ
て

、

琴
路
亭

の
俳

席

に
列

な

っ
て

は
か

ら
ず

も
蕉

風

を
自

悟

し

た
。

そ

こ
で
琴

路

が
当

時
指

導

を
受

け

て

い
た
二
柳

に
紹

介

し

て
く

れ
、

二
柳

の
勧

め
も

あ

っ
て
次

第

に
蕉

門

へ
接
近

し

た

"
と
考

え

る
方

が
自
然

で
は

あ
る

ま

い

か
。

先

の
天
明

元
年

の
二
書

簡

と

『
草

根

発
句
集

』

序

に
お
け

る
頓
悟

の

偶
発

性

の
強
調

は
、

そ

れ
以
前

に
蕉

門

へ
の
関
心

が
薄

か

っ
た
こ
と

を
意

味

す
る

か
ら

で
あ

る
。

も

っ
と
も
蝶
夢

が
琴
路

の
紹

介
な

し

に
二
柳

へ
近

づ

い
た
と
考

え
る
余

地

が
無

い
わ

け

で
は
な

い
。

例

え

ば
前

章

に
も

そ

の

(
39
)

名

が
見

え

た
几

圭

を
介

し

て
の
面
識

で
あ

る
。

し

か
し
仮

に
在

り
得

た

と

し

て
も

、
琴
路

亭
頓

悟
以
前

に
そ

の
交
渉

が
深

か

っ
た

と
は
思

え

な

い
。

や
は
り

琴
路

の
推
挽

を
得

て
後

、
蝶

夢

と
二
柳

の
本

格
的

な
交

渉

が
始
ま

る

と
す

べ
き

で
あ

ろ
う
。

条

件
　

に

つ
い
て

は
ど
う

で
あ

ろ
う

か
。

蝶

夢

は
京
住

で
二
柳
も

ま

た

し

ば
し

ば
滞
京

し

た

こ
と
、

ま

た
両
者

と
も

そ

れ
ぞ
れ
異

な

っ
た
事

情

な

が
ら
敦

賀

に
関

係

を
持

っ
た

こ
と

、
以
上

二
点

を
考

え

れ
ば

こ
れ
も

成

立

し
得

る
問
題

で
あ

る
。
蝶

夢

が

「
敦

賀

は
先

祖

の
親

族
」

と
述

べ
た

こ
と

は
既

に
書

い
た
。

こ

の
血
縁

を
頼

っ
て
し
ば

し
ば
敦

賀

に
出

か
け

、
そ

の

地

の
俳

席

に
出

た
と

は
充
分

考
え

ら

れ
る
。

こ

の
点

に

つ
い
て
は
北

田
氏

の
御
説

(前

掲
書

二
八

ペ
ー

ジ
)
に
従

い
た

い
。
蝶

夢

と
敦
賀

俳
壇

と

の

交

渉

の
深

さ
は
、

宝
暦

十
三

年

の
東
北
旅

行

に
敦
賀

俳

人
蕉

露

を
伴

い
、

そ

の
記

念
集

『
松

し
ま

道

の
記

』

蹟
を

そ

の
父
蕉

雨

に
書

か
せ

た
葬
迭

か

ら
も
推

測

で
き

る
。

蕉

雨

(1

安

永
七

年

)
は
野

口坂
門

ま

た
希

因

門
、

琴

路

と

と
も

に
敦
賀

の
有

力
俳

人

で
あ

っ
た
。

二
柳

の
方

は

い
か

が

で
あ
ろ

う

か
。

加
賀

俳
人

が
上

京
の

要
路

に
当

た

る
敦
賀

に
俳

交
を
結

ぶ

の
は
至

極

当
然

で
、
二
柳

と
敦

賀
俳

壇

と

の
交

渉
も

早

く
蝶
夢

と
同

俳
壇

と

の
交

渉
以
前

に
存

し

た
と
思

わ

れ
る
。

宝
暦

九
年

二
柳

が
琴

路

の
た

め
に
筆

を

と

っ
た

『
佃
道
伝

来
記
』
を
読

ん
で

も
、こ
れ
が
琴

路

と

の
初

対
面

の
よ
う

に

は
見
受

け
ら

れ
な

い
し

、

「
今

や

路
子

か
生
質

を
思

へ
は
、
誹

譜

に
累
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年

の
蛍
雪

を

か

・
け

て
、
心
上

つ
ね

に
信

を
忘

れ

さ
る

よ
り

、
」

と
書

く

そ

の

一
節

を

見

れ
ば

む
し

ろ
交
渉

は
久

し

い
よ
う

で
あ

る
。
後

述

す

る
既

白

と
琴

路
、
麦

水

と
琵

舟

の
交

渉
を

見

て
も
、
加

賀

と
京

と
を
結

ぶ
橋
梁
と

し

て
敦

賀
俳

壇

が
果

し

た
役

割

は
か
な

り
重
要

な

も

の
と
推
定

で
き

る

。

こ

の
南

越

の
地

に
係
累

を
持

っ
た

こ
と

が
蝶
夢

の
俳

歴

を

一
変

さ
せ

、
そ

の
生
涯

に
も

別

の
行
路

を
選

ば

せ
た
。
琴

路
亭

訪
問

は
偶

然

で
あ

る

が
、

そ

の
背
景

に
は
偶

然
な

ら
ざ

る
中

興
俳
譜

史

の
胎
動

が
あ

っ
た

こ
と
を
我

々
は

見
逃

し

て

は
な
る

ま

い
。

琴
路

と
二
柳

を

含

む
圏
内

か

ら
蝶

夢

の
蕉

門
移
行

が
展

開

し

て
行

く
経

緯

は
以
上

の
通

り

で
あ

っ
た
が
、

そ

の
後

の
琴

路

と

の
交

渉

を
示

す
具

体

的

な
資
料

は
あ
ま

り
見
当

ら

な

い
。

他

方
、

二
柳
と

の
交

渉
は
次

の
よ
う
に

進

ん

で
行

っ
た
。
宝

暦
十

一
年

、
三
月

の
『墨

直

し
』
に
引
続

い
て
十

月

は

『

白
鳥

集
』

へ
と
、
蝶

夢

は
支

麦
系
俳

書

へ
の
投
句
を

二
度
続
け
た
。

こ
の
年

蝶

夢

は
而
立

に
達

し

た
が
.

こ

の
蕉

門

移
行

の
明
白

な
事

実

を
以

っ
て
、

蝶

夢

の
俳

歴

が
第

二
段

階

へ
飛
躍

し

た
も

の
と
認

め

て
よ

い
で
あ
ろ

う
。

右

の
二
書

の
う

ち
前
者

は

二
柳
編

、
後
者

は
二
柳
援
(聰

に
成

る

か
ら

、
二

柳

の
誘
引

に
よ

る
も

の

で
あ

る

こ
と

は
間
違

い
な

い
。

こ
の
年

の

『
墨

直

し
』

に

つ

い
て

は
先

に
述

べ
た
。

『
白
烏

集
』

は
琴

路

が
同

年
芭
蕉

忌

に

編

ん

だ
鐘

塚

建
立
記

念
集

で
あ

り
、
蝶

夢

・
琴

路

・
二

柳

の
名

を

『
墨

直

し
』

に
続

塾
て
見

る

の
は
勿
論

な

が
ら
、

や

が
て
蝶

夢

が
交
渉

を
持

つ

支

麦
系

の
多

数

の
名
を

も
.見

出
す

こ
と
は

一
層

心

強

い
。

二
柳

は
同

年
も

近

江
八
幡

で
越
年

し

て
翌
十

二
年

正
月

『
鮭
貯

其

し
ら

へ
』
を
刊

行

、
蝶

夢

も

一
句

を
寄

せ

て
お

り
、
四
月

十

二

日
に

は
前

年

の
因

に

よ
る

も

の
か
再

び
墨
直
会

を

主
催

し

て

『
墨

直
し
』

を

刊
行

し
た
。

そ

の
二
柳

発
句

の
歌

仙

に

は
蝶

夢

も
同

座
す

る

が
、
未

だ
表

六
句

に
位

置

し

て
は

い
な

い
。

北

田
氏

が
紹

介
さ

れ

た
部

分

(
前
掲
書

四

八

ペ
ー

ジ
)

だ
け

で
は
蝶
夢

の
座

順

は
不

明

で
あ

る

が
、書

犀

「
橘
治

」

の
前

に
出

る

こ
と
が
注

意
を

引
く
。

二
卸

伽
マ

の
後

伏
見

へ
居
を

移

し
、
同

年
冬
ほ

伏

見
を

立

っ
て
讃
岐

丸
亀

で
越

年

、
明
和
末

ま

で
讃
阿

に
滞

在

し
た
。

蝶

夢

は

「
野
庵
蕉

門

之
交

候

は
此

人

に
は
し

ま
り

」

(
前
出

書
簡

)
と

言

っ
た
。

そ

の
蕉

門

の
面

々

が
誰

々
で
あ

る
か
を

正
し

く
推

測
す

る

の
は

困
難

で
あ
る

が
、
想
像

で
き
る
範

囲

を
大
別

す

れ
ば
、

在
京
俳

人

と
加
賀

俳

人

の
二
群

に
な

る
か
と
思

う
。

蝶
夢

に
大

き

く
影
響

し

た
後

者

か
ら
始

め
よ
う
。

二
柳

に
次

い
で
蝶

夢

に
近

づ
き

、
感
化

を
与

え

た

の
は
無

外
庵

(
43
)

既

白

(1

明
和

八
年

ま

た
は
九
、年

)
で
あ

る
。

こ

の
希

因
門

の
漂
泊

俳

人

に
は
、
宝

暦
九

年
春

加
賀

を
立

ち
、
象

潟

・
松
島

を
巡

っ
て
閏
七
月

二
十

日
頃
江

戸

に
入

っ
て
蓼

太

を
訪

ね

た

『
菰

一
重
』

の
旅

、
翌

十
年
春

加
賀

出

発
、
龍

田

・
吉
野

を
経

て
五

月
始

め
熊

野
本
宮

に
至

る

『
や

ふ
れ
笠
』

の
旅

が
あ

っ
た
。

前

の
旅

で
は
そ

の
必
要

も
な

か

っ
た
が
、

後

の
旅

で
は

明
ら

か
に
滞
京

し

た
も

の
の
、
二
柳

が
生

野

に
在

っ
た
た

め
か
蝶
夢

と

の

交

渉

は
生
じ

な

か

っ
た
。

名
録

に
在

京

の
伊
勢

派
飛
良

、
美

濃
派

山
只

、

ま

た

丈
石

・
風

状
等

の
名

が
目

に

つ
く

の
み

で
あ

る
。

翌
十

一
年

は
七

月

出

立
、

天

の
橋

立

・
須
磨

、

明
石

・
高
砂

と
吟
遊

し

、
厳
島

.
讃

岐
を

経

て
初
冬

京

へ
帰

る

『
ゆ
ふ
日

烏
』

の
難

あ

っ
た

が
、

こ

の
半
年

の
間

に

蝶

夢

と
既
白

の
親
密

化

は
急
速

に
進

ん

だ
よ
う

で
あ

る
。
近

江

八
幡

に
在

っ
た

二
柳

の
紹
介

に
よ

る
も

の
で
あ

ろ
う
が

、
二
柳

の
句

は
見

え

て

い
な

い
。

両

者
接

近

の
事
実

は
、
往

途

に
会

し

て
、

既
白
法
師
と
丹
州
の
風
景
を
語
る
予
か
其
時
の
口

(句
ヵ
)

橋
立
や
波
押
分
て
松

の
月

皇
都

蝶
夢

の
詠

、
さ

ら
に
帰
洛

を

迎
え

て

は
、
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既
白
鳥

鼠
の
二
客

に
対
し

て

と
ま

れ
た

・
聞
せ
む
鴨

の
川
千
鳥

白爺

蝶
夢

の
吟

が
あ

り
、

蝶
夢

が
旅

行

に
何

ら

か

の
便

を
与

え

た

ら
し
く

見
え

る

こ

と
、

五
句

と

い
う
多
数

を

出
句

す
る

こ
と

、
し

か
も

そ

の

一
は
巻

頭
秋

の

部

の
軸
、
他

の

一
は
全

巻

の
軸

で
あ

る
風
状

句

の
前

に
位

置
す

る

こ
と
か

ら
も
窺

え

る
。

ま

た
そ

の
全

巻

軸

の
風

状
句

詞
書

に

は

「
加

州

の
既
白

法

師

に
尋

ら

れ
て
」

と
あ

っ
て
既

白

の
風
状

訪
問

が
証

せ

ら
れ

、
讃
州
丸
亀

で
夕
静
亭

に
宿

っ
た
の
も

そ

の
紹
介

に
よ

る
と
想
像

さ

れ
る

が
、
先

に
述

べ

た
地
方

蕉
門
俳

人

と
京
俳

壇

と

の
交

流

の

一
例

証

と
し

て
甚

だ
興

味
深

い
。

舘

売
越

前
兵
庫

で
柳
居

門
梨

一
、
敦

賀

で
琴
路

、
播
州

姫

路

で
惟

然

門
寒

瓜
、

芸
州
広

島

で
野
坂

門

風
律

を
訪

ね

た

の
も

注
意

さ

れ
る
。

次

に
蝶
夢

の
前

に
現

れ

た
加
賀
俳

人

は
四

楽
庵

(
の
ち
樗

庵

)
麦
水

(

享
保

三
年

-

天

明
三
年

)

で
あ

っ
た

ろ
う
。

宝
暦

年
間

最
初

の
麦

水
上

洛

を

証
す

る
も

の
は
宝

暦

十

一
年

『
墨
直

し
』

評
畜

る
。

二
柳

主
催

の
こ

の

席
上

、

二
柳
麦

水

は
十

年
振

り

の
対
面

を
し

た
。

同
書

に

は
そ

の
感

激

の

交
吟

を

掲
げ

て

い
る
。

一
別
十

と
せ
は
か
り
な
る
四
楽
主
人

に
こ
の
東

山
に
め
く
り
あ

ひ
て

暫
く
は
も

の

・
い
は
れ
ぬ
さ
く
ら
哉

三
四
坊

見
し
り
は
残

る
髭

の
雪
に
も

麦
水

☆

☆

☆

花

の
日

に
白
根

の
む
か
し
か
た
り
哉

三
四

坊

雲

に
入
ら
ね

は
め
く
り
あ
ふ
鳥

麦

水

こ

の
後

二
柳

の
仮

寓

を
近

江
八
幡

に
訪

ね
た

ら
し

い
こ
と
は

、
二
柳

の

「

実
樗
庵

先

醒
辞

」

(
『
阿

羅
屋

』
収

)

の
記
事

コ

た

び
金

城

の
群

を
離

散

せ
し

よ

り
、
更

に
相

逢

ふ

こ
と

の
稀
な

り
し

が
、

君

は

こ
と
に
い
か
な

る
宿

世

の
元

や
有

け
ん

、
別
後

猶

ほ
ど
も

あ
ら

で
洛

に
め
ぐ

り
あ

へ
る

よ

(
47

}

り

、
さ

・
波

や
あ

は
海

の
ほ

と
り

に
交

を
修

し
」

に

よ

っ
て
も
明

ら

か
で

あ

る
。

こ

の
折

に

蝶
夢

が
麦
水

と
面

識
し

な
か

っ
た

の
は

、
前
述
通

り
須

磨

に
旅

し

た
か
ら

で
あ

っ
た
。
麦

水

は
翌

十
二
年

に
も

上
京

し
、
伏

見

に

二

柳
を
訪

ね

た
よ

う

で
、
そ

の
証

は
残

ら

ぬ

が
蝶
夢

と
既

に
出
会

っ
た

か

も

し

れ
な

い
。

加

賀
俳

人

と

の
交

渉

の
次

に
は
、

在
京
蕉

門
俳

人

と

の
交

渉
を

把

握
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ

の
確
実

な

資
料

は
宝
暦

十

三
年

に
至

っ
て
多

出

す

る
。

前
年

及

び
前

々
年

に
は

二
柳

の
紹
介

に
よ

っ
て
京

蕉
門

と
交

渉

を
持

っ
て

次
第

に

そ

の
地
歩

を
固

め

つ

つ
あ

っ
た

が
、
出
句

の
機

会

は
未

だ
多

く

は

な

か

っ
た
。

そ

れ

が

こ
の
年

に
は
、
芭

蕉

七
十

回
忌

に
当

た
る
故

も

あ

っ

て
急
速

に
活
溌

化
し

た
俳

壇

の
動
き

の
中

で
、

蝶
夢

の
活
動

ま

た

顕
著

に

な

り
京
蕉

門
俳

壇

の
要
衝

に
着

く
。

ま
た
記

念
す

べ
き
は
三

十

二
才

の
こ

の
年

に
始

め

て
自
編

著
書

を
刊
行

し

、
他

に
も

蹟
文
を

与

え
た

こ
と

で
あ

る
。
多

彩

な

こ

の
年

の
活

動
を

見
る
前

に

、
前
章

に
倣

っ
て
宝
暦

末

年

の

俳

歴

を
整

理
し

よ
う
。

(○
印
は
蝶
夢
編
著
書
、
口
印
は
序
蹟
を
寄
せ
る
な
ど
し
て
刊
行
を
援
助
す
る
も
の
。)

1
、
宝

暦
十

一
年
三
月

『
墨
直
し
』

(
二
柳
編
、
自
序

、
麦
水
蹟

)
刊
。

一
句

入
集
。

十

二
日
の
会
式
に
は
須
磨
旅
行
中

の
た
め
欠
席
。

2
、
同
年

十
月
頃

『
白
鳥
集
』

(
琴
路
編

、
自
序

、
蓋

江
践
、
二
柳
後
援

)
刊
。

一
句

入
集
。

3
、
同
年

十
月
頃

『
ゆ
ふ
日
烏

』

(既
白
編

、
鳥

鼠
序

、

閲
更
序

)
刊
。

五
句

入
集
。

4

、
宝
暦
十

二
年

一
月

『
鉦
跡
其
し
ら

へ
』

(
二
柳
編
、
自
序

)
刊
。

一
句

入
集
。

5
、
同
年

四
月

十
二
日
、
双
林
寺

の
墨
直
会

に
出
席

、
歌

仙

に
同
座
。

(北

田
氏
前

掲
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.

書

に
よ

っ
た
が
、
二
柳
編
同
月

刊

「墨

直
し
』

所
引
と
思

わ
れ
る
。

)

6
、
同

年
八
月

、
熊
野
旅
行

あ
り
と
言

う
。

(
『
年
譜
使
覧
』

)
文
下

・
鯉
風

・
音
長

法
師
同
行

で
八
月
二
二
日
出
発
、
九
月

九
日
過
ぎ
帰
京
し

て

「
熊
野
詣

で
の
紀
行
」

成

る
。

こ

の
頃
、
野
坂
門

文
下

と
の
交

渉
始
期

か
。

⑦
、
宝
暦
十

三
年
三
月
中
旬

か
ら
五
月

七
日
に
か
け

て
、
蕉
露

同
行

の
東
北
旅
行

が
あ

っ
た
。

自
編

の
記
念
集

『
松

し
ま
道

の
記
』

(蕉
雨
蹟

)
は
同
年
刊

で
あ
ろ
う
。

8
、
同
年

五
月

『
そ

の
行
脚
』

(諸
九
尼

編
、
杏
雨
序

、
風
律
蹟

)
成
。

一
句
入
集
。

同
書

は
浮

風
小
祥
忌
追
善
集
。

9
、
同
年

七
月

頃

『
雅
わ

せ
の
み
ち
』

(知
十
編
、
麦
水
序

、
麦
水

後
援
)
刊
。

一
句

入
集
。

知
十
は
越
中
滑
川
住
、
師
系
未

詳
。
同
書

は
芭
蕉

七
十
回
忌
に
因
む
有
磯
塚

建
立
記
念
集
。

10
、
同
年

九
月

『
古
今
俳
譜

明
題
集
』

(涼
常
編
、
藤
原
伯
洲
序

、
自
序
)
刊
。

一
句

入
集
。
涼
一岱

と
は
東
北
旅
行
中
信
州
小

諸

で
同
宿
し
、
互

い
に
語

ら
ず
別
れ
た
と
言

う
。

(
49
)

⑪

、
同
年

十
月
十
二
日
、
膳
所
義
仲

寺
に
お

い
て
芭
蕉

七
十
回
忌
法

要
を
主

催
し
、

『

蕉
翁
七
十
回
忌

粟
津
吟
』
を
刊
行
。

(
50

)

12
、
同
年

十
月
頃

『
文
塚
集
』

(貫
古
編

、
南
面
山
小

隠
士
序

、
既
白
蹟

)
刊
。
蝶
夢

は

「
花
洛

社
中
」

の
半
歌
仙

に
同
座

し
て
発
句
を
詠

み
、
他

に

一
句

を
投
じ
た
。
貫

古

は
惟
然
門
、
播
州
人

、
京
住

で
医
を
業
と
し

(
「
新
撰
俳
譜
年
表
』

)
、
鞍
馬

に

毎

日
庵
を
結
ん

だ
。
既
白

の
蹟

は
前

々
年

の
播
州
寒
瓜
訪

問
に
由

縁
あ
る

で
あ

ろ
う
。

13
、
同
年
十
月
頃

う『
花

の
ふ
る
こ
と
』

(閑
更
編
、
文
素
序

、
既

白
賛

助
か
)
刊
。

一

句

入
集
。

同
書
も
ま

た
七

十
回
忌
記

念
集

で
、
芭
蕉
関
係
原
資
料

の
蒐
集

紹
介
を
意

図

し
て

い
る
。

14
、
同
年
冬

『
鶉

た
ち
』

(麦
う水
編

)
刊
。
(
51

)
蝶
夢
は

一
句
入
集

す
る

の
み
な
ら
ず

蹟

を
も
寄
せ
た
。
「桑

の
も
と

の
か
り
ね
は
わ
か
道

の
事
な

る
を
此
居

士

の
ふ

る
舞
も

ま

た
竈

く
ろ
ま
す
畳
あ
た

・
か
な
ら
さ
る
も

の
か
ら
前
身

野
僧
か
と

い
ふ
か
る
も

む

へ
也

こ
と
し
は
み
や

こ
の
雪
に
水

は
な
を

た
れ
こ
ん
春

は
東

の
花
に
誕
を
な

か
さ
ん

事

の
う
ら
や
ま
し
と
橘
や
か
店

に
し

て
蝶
夢
子

ち
く
書

す

」

15
、
同
年
冬

、

一
炊
庵
紹
簾
三
回
忌

に
悼
吟
を
送

る
と
言

う

(高
木
氏

『蝶
夢

と
落
柿

舎
』

「
二
二

ぺ
ー

ジ
)
。

忌
日

は
、
十
月
十

四
日

(
「新
撰
俳
譜
年

表
』

)
。

16
、
宝
暦

十

一
年
四
月
二
七
日
雲
裡
房
没
。

そ
の
追
善
集

『
烏
帽
子
塚
』

(
文
素

・
可

風
編

、
山
只
序

、
梨

一
序
、
可
風
序
、
山
外
蹟

)
に
は
蝶

夢
発
句

詠

の
追
善
半
歌
仙
、

発
句

一
句

を
入
集

す
る
が
、
同
書

は
初
七

日

・小
祥
忌

・
大
祥
忌
と
長
期

に
わ

た
る

詠
句

を
収

め
、
し
か
も
明
和
二
年

の
刊
行

で
あ
る
た
め
蝶
夢
作
句

の
年
次
推
定

は
困

難

で
あ
る
。

通

覧
す

れ
ば
宝

暦

十
三
年

の
活

動

が
量
的

に
拡

大

し
た
様

は
自

明

で
あ

る

が
、
内
容

に
も
ま

た
興

味
深

い
も

の
が

あ
る
。

そ

の
第

}
は
、
蝶

夢

が

・

京
蕉

門
俳
壇

中

に
確

固
た

る
地
位

を
獲

得

し

て

い
る
事
実

で
あ

ろ
う
。

7

の
名

録

に
は
、
京

師

と
し

て

丈

石

・
富

鈴
房

・
風

状

∴

方

・
宋
専

・
囎

山

・
武
然

・
麗

白

・
桃
う鳩

・
富
水

・
窓

鳥

・
太

紙

・
召

波

・
蕪

村

、
そ

し

て

一
行
分

の
空

白
を

距

て

て
、
山

只

・
松

雀

・
江
桟

・
諸

九

・
文
下

・
琴

之

・
も

と

.
安

里

.
泥
夫

.
雀

之

・
秀

草

・
疎

文

・
竹

芽

・
唖

仏

・
子
鳳

・

二
柳

庵

の
名

が
得

ら

れ
る
。

中
央

の
プ
ラ

ン
ク

は
何

を
区

切

る
も

の
で
あ

ろ
う

か
。
宝

暦

十

一
年

以
後

、
蝶

夢

の
周
囲

に
共

在
す

る

の
は
後
半

の
メ

ン
バ
ー

で
あ
る
。
蝶
夢

主

催

11
の
法

要

に
参
じ

た

の
も

そ
う

で
あ

っ
た
し

、

蝶
夢

の
編
書

に
限

ら
ず

12

で
も

16

で
も

蝶
夢

は

こ

の
メ

ン
バ

ー

が
集

う
中

で
主

席
を
占

め
、
発
句

を
詠

む

の

が
常

で
あ

っ
た
。

山
只

は
支

考
門

、
越

前

人

(
『
新

撰
俳

譜
年

表
』

)

で
京
蕉

門

の
老

匠

、
江
桟

・
諸

九

・
文
下

・

琴
之

は
野

坂
門

で
あ

る
。

安

里
以

下
子
鳳

に
至

る

人

々
に

つ
い
て
は
子
鳳

一32一
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し

か
俳

系

を

確
認

で
き

な

い
。

子

鳳

は
麦

里
門

と
言

わ
れ

(
同
上

)
、

さ

ら

に
麦

里
は

支
考

系
楚

石
坊

門

と
言

わ

れ

る

(
同

上

)
が
、

当
時

は
か

な

り
鳥
酔

門

に

も
親

し
㊧

、
乙
由

系

か
と

も
思

わ
れ

る
。

い
ず

れ
に

せ
よ
中

央

ブ

ラ

ン
ク

以
下

の
人

々
が
地
方
蕉

門
系

統

の
人

々

で
あ

っ
た

こ
と

は
間

違

い
あ

る
ま

い
。

ブ

ラ

ン
ク

の
右

翼
は

貞
門

・
淡

々
系

・
宋

屋

門
等

の
京

俳

壇

の
人

々
で
あ

っ
た
。

数
年

前
そ

こ
に
属

し

た
蝶

夢

は
、
今

、
明

ら
か

に
左
辺

に
身

を

移
し

て

い
る

の

で
あ

る
。

そ

の
中

で
も
秀

草
以

下

の
人

々

こ
そ

蝶
夢
至

近

の
連

衆

で
あ

っ
た
と

思

わ
れ

る
。

こ

の
連

衆

は
東

北

か
ら

帰

洛
し

た

蝶
夢

を
中

川

の
庵

に
訪
ね

、
土
産

話

に
耳
傾

け

な

が
ら
歌
仙

一

巻

を

興
行

し

て
7

の
巻

末

に
掲

げ

て

い
る
。

そ
れ

で
は
蝶

夢

は
誰

の
紹
介

で
彼

等

を
識

っ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。
言

う
ま

で
も

な
く

二
柳

で
あ

る

こ
と

は
、

こ
れ
ま

で
の
二
柳

関
係
俳

書

に
子

鳳

・
秀
草

等

の
名

が
累
出

す

る
こ

と

に
よ

っ
て
証

さ
れ

る
。

京

に
お

け

る

「
蕉

門
之
交

」

ば
、

こ

の
二
柳

に

近

い
人

々
と

の
間

に
ま

ず
結

ば

れ
た
。
宝

暦

十
二
年

、

二
柳

は
西

去
に
際

し

て
そ

の
後
事

を

託
す

に
危
惧

す

る
必
要

は

な
か

っ
た
。

社
会

的
地
位

に

加
え

て
手

腕

と
人
格

と
を

備

え
た

蝶
夢

は
、

お

の
ず

と
そ

の
グ

ル
ー
プ

の

指
導

的

役
割

を

果

た
す

に
至

っ
た

で
あ

ろ
う
。
蝶
夢

は
二

柳
を
後

継
し

た
。

7

の
名

録

で
、

こ
の
グ

ル
ー

プ
に
並

ん

で
巻

軸

に
位

置
す

る

「
二
柳
庵

」

の
名

は
、
以

上

の
事
実

を
雄

弁

に
物
語

る

よ
う

で
あ

り
、
最

初

の
刊
行

書

の
巻

軸

に
蕉

門

の
先
達

の
名

を

据
え

て
記
念

し

た
、

蝶
夢

の
心

に
く

い
業

と
言

わ
ね

ば
な

る
ま

い
。

し

か
し
蝶

夢

の
東
北

旅
行

に
寄

与

し
た
者

は
誰

よ

り
も
既

白

だ

っ
た

と

思

わ

れ
る
。

既
白

は
同

年
三

月
末

京
を

出

て
須

磨

・
明
石

に
向

か

っ
た
が

(
『
　
ち

り

の
話
』

序

)

、
そ

れ
は
蝶

夢

が
松
島

を
目
指

し

て
離
京

し

た

旬

日
後

で
あ

つ
た
。
と
す

れ

ば
両
者

は
充

分
京

で
会

い
得

た

は
ず

で
あ

り
、

後
述

の
よ
う

に
既
白

は
蝶

夢

の
庵

室

に
宿

る
こ
と
も

あ

っ
た

か
ら
、
旅

行

の
行

程

が
当
然

話
題

に

さ
れ

た
で
あ

ろ
う
。

古
く

そ

の
体

験
を
持

つ
宋
屋

や
蕪

村

の
助

け
も
あ

り
得

た

ろ
う

が

、
四
年
前

に

そ

の
旅
行

を
試

み
た

ば

か

り

の
既
白

こ
そ
、
当

面

恰
好

の
協
力
者

ぽ
協

っ
た
に
違

い
な

い
。

三
月

末

に
京
を

立
ち
但

州
生

野

の
寒
秀

を
訪

ね
た

既
白

の

『
ち

り

の
話

』

の
旅

は

ご
く
短

期
間

で
終

っ
た

と
思

わ
れ
、
八

月
下
旬

『
つ
き

あ
か

り
』

(
青

野

・
馬
来

編
、
閑

更
点

、
梨

一
蹟

)

に
序

を
寄

せ

た
時

は
お
そ

ら
く

京

に

い
た

で
あ
ろ
う
。

十
月
十

二

日
は
蝶

夢
と
義

仲

寺
に
参

詣

し

て
11

の
百
韻

に
同
座

し

た
が

、
そ

の
冬

の
内

に
帰

北
し

た

こ
と
は

12

の
蹟
と

13

の
巻

軸

句

で
確

か

め
ら

れ
る
。

14

に
よ
れ

ば
、
麦
水

も
ま

た

こ

の
秋

上
洛

し

、
春

へ
か
け

て
湖
東

と
京

の
間

に
滞
在
し

て
蝶

夢
に
も

接

し
た
。

麦
水

が
安

永

元

年

に
口
授

し
た

『
山
中

夜
話

』

で
、

「
予
八
九

年
以
前

、

京
よ

り
帰

る

比

、
江

州
長
浜

に

や
ど

り
、
琵

舟

と

い
ふ
人
と
嚢

・
」

と
述

べ
る

の
は
、

蓋

し

こ
の
時

の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

既
白

・
麦

水
の

行
動

が
し

ば
し

ば

蝶
夢

の
そ

れ
と
相
接

す

る

こ
と

は
以

上

の
通

り

で
、
折

し
も
蕉

風
復

帰

を

目
指

し

て
鋭
意
探

求

中

の
彼
等

か
ら

蝶
夢

は
多
く

を
学

ん

だ
も

の
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
が
宝
暦

十

三
年

の
意
義

の
第

二

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
蝶

夢

の
俳

交

の
拡
大

は
京

や
加
賀

の
俳

人

に
止
ま

っ
た

の

で

は
な

い
。

7

の
東

北
旅

行

の
途
次

に
通
過

の
諸

国

で
多

く

の
知

遇

を
得

て

一
二
五
句

を
贈

ら
れ

、記
念
集

に
都

合

二
四
五

句
を

も
収

め
得

た

こ

と

は
、

蝶
夢

の
活
動

が
全

国
的

規
模

で
展
開

す

る
に
至

る
階
梯

と

し

て
画

期
的

な

意

義

を
持

つ
も

の

で
あ

っ
た
。

こ
れ
が
第

三

で
あ

る
。

第
四

は

、
11

に
見

た
義

仲

寺

の
芭

蕉
追
善

行

事

の
主

催

、
及

び

そ

の
記

念
集

の
刊

行

で
あ

る
。

蝶
夢

の
義
仲

寺
崇
仰

の
真
摯

さ

は
よ
く

知

ち

れ
、

ま

た

こ
れ

が
蝶
夢

の
蕉
風

復
帰

活
動

に
特
異

な
色

彩
を

加

え

る

の
で

あ

る
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か

ら
極

め

て
重

要

で
あ

る

が
、
次

の
資
料

に

明
ら

か
な

よ
う

に

こ
の
年

を

以

て
始

ま
る

の
で
あ
る
。

…
…
野
柄
も
人
な
み
/
＼
に
謝
徳
の
心
あ
り
て
七
十
回
忌
の
こ
ろ
此
倉

に
列
り
て

よ
り
こ
の
か
た
…
…
思
ふ
に
こ
の
二
十
余
年
か
ほ
と
月
毎
に
當
寺
に
ま
う
て
来
り

て
祖
廟
に
酒
掃
の
礼
算
を
こ
た
ら
て
…

(
天
明
三
年
刊

『
し
く
れ
会
』
序
)

記

念
集

は

こ

の
後

例
年

刊
行

さ

れ
る

に
至

っ
た

『
し
く

れ
会

』

の
嘱
矢

を

な
す
も

の
で
あ

り
、

わ
ず

か
七
丁

の
小

冊
子

と

は
言

え
、

蝶
夢

の
出

版
活

動
上

に
占

め

る
意
義

は
大

き

い
。

第
五

は

、
書
犀

橘

屋
治
兵

衛

と

の
接
近

で
あ

る
。

14

の
蹟

に

「
橘

や

か

店

に
し

て
蝶
夢

子

ら
く
書

す
」

と
記

す

が
、
既

に

こ

の
年

同
店

へ
出

入
し

始

め
る
事
実

に
驚

か
さ

れ
る
。

蝶
夢

に
協

力
し

た
同
店

の
役
割

は
無

視

で

き
な

い
も

の
が
あ

り
、
俳
譜

史

の
側

面

を
示
し

て
興

味
深

い
問
題

で
も

あ

る
。
第

四

と
と

も

に
後
述

し

よ
う
。

(未

完

)

註1
、
や
や
時
代
は
下

る
が
、
嘉
永
六
年
刊

『
俳
林
小
伝
』

(中

村
光
久
編

)
で
は
、
そ

の
号

や
住
居
を
掲
出

し
た
後
、
俳

歴
と
し

て
は

「粟
津

ノ
蕉
堂

再
建

セ
シ
人
也
」

と

の
み
記
し

て
い
る
。

2
、
中
本

一
冊
、
元

治
元
年

后

々
庵

塚
原
馳
山
写
。
中
西
啓
氏
蔵
。
同

氏
が

「
太
白
」

四
〇
年
二
月
号

、
三

・
四
月
号
に
翻
刻

紹
介
。

中
西
氏

は
編
者
を
籠

島
秋

里
湘
夕

に

擬
し

て
お
ら
れ
、
内
容

は

『東
海
道
名
所

図
会
』

に
甚

だ
近

い
。

3
、

「
蝶
夢
覚
書
」

(
「
連
歌
俳

譜
研
究
』
第

十

一
号
)
七
七

ペ
リ

ジ
。

4
、
同
書

に

「上

人

ハ
近
江
木
本
駅

ノ
出
身

ナ
リ
ト
坂

口
村

ノ
老
農
布
施

正
心
居
士
ノ

話
ナ

リ
参
考

ノ
為

二
記

シ
置
ク
」
と

あ
る
。

同
書
は
ま
た
蝶
夢
を

「祖
翁

親
弟
凡
兆

流
胤
」

と
す
る
が
、

こ
の
説

は
北

田
紫
水
氏
に
よ

っ
て
否
定

さ
れ
た
。

(
『俳
憎

蝶

夢
』

一
ぺ
ー
ジ
以
下
参
照

)
し

か
し
木

の
本
出
自

説

ま
で
が
充

分
に
否
定

さ
れ
た
と

は
言
え
な

い
。

『
五
升
庵
道
統
系
譜
』

(
明
治
三
四
年

六
月

十
二
日
奥

、
以
下

『道

統
系
譜
』
と
略

称
)
は
、

『五
升
庵

上
人
年
譜
便

覧
』

(明
治
三
十
三
年
七
月
二

日
奥
、
以

下

『
年

譜
便
覧

』
と
略
称

)
と
と
も

に
そ
れ
ぞ
れ
大
本

一
冊
、
古
巣
園
三
世
錫
馬
編

の
稿

本

で
あ

る
。
北

田
氏

旧
蔵

、
明
治
大
学

図
書
館
に
現
蔵

す
る
。
臆
断
も
多

い
が
、

蝶
夢

伝
研
究

の
嘱
矢

と
し
て
貴
重

で
あ
る
。

5
、

わ
ず
か
に

「
熊
野
詣
で
の
紀
行
」

(
『
蝶
夢
和
尚
文
集
』
収
。
以
下

『文
集
』

と

略

称
)
に
の
み
追
憶
を
綴
る
。

6
、
生
年

は
今

「
師
傳

」
に
よ

っ
た
が
、蝶
夢
自
身

が
記
す
年
令

に
徴

し
て
も
正
し

い
。

月

日
は

『年

譜
便
覧
』
に
よ

っ
た
。

7
、
京

東
山
五
条

大
谷

口
に
あ

っ
て
遊
行
三
十
三
世
他
阿

上
人
の
開
基
、
豊
国
大

明
神

の
地
に
在
る
に
因
ん

で
始

め
松

圃
山
豊
国
寺

と
号

し
た
が
、
近

世
豊

を
法
に
改

め
た

(
『雍

州
府
志
』
)
。
一
説

に
、
江
州

浅
井
備
前
守
長
政

息
女
淀
君
が
再
興
し
た
と
言

う

(
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』

)。

『道
統
系
譜
』

は

「
幻
阿
上
人
は
浅
井
家

に
縁
故

あ
る
家
に
生
給

ひ
し
因

に
よ
り
豊

臣
秀
頼
公

の
御
母
堂
淀
殿
施
主
に
て
再
興
あ

り
し

石
山
寺

に
奉
灯

せ
ら
れ
…
…
」

と
述

べ
、

こ
こ
で
さ
ら
に
頭
註
し

て
、
法
国
寺

が
淀

殿

の
再
興

に
な

る
こ
と
を
も

指
摘
し
て

い
る
。
付
会

の
説
な

る
こ
と
を
怖

れ

つ
つ
も

、

出
身
不

明
の
蝶

夢
ゆ
え
浅
井
家

縁
故
説
は
ま

だ
黙
殺

で
き
な

い
。

8
、

「裏
富
士

の
紀
行
」

(
『
文
集
』
収
)

に

「
…
…
お

の
れ
を
木
端

と
呼
し

に
思

ひ

め
く

ら
す

れ
は
廿
と

い
ひ
し
年

の
比
な
ら
む
…
…
」
と
あ
る
。
雛
僧
時
代

か
ら

の
称

で
あ

ろ
う
。

9
、
京

寺
町
通

今
出
川
上

ル
に
あ
る

が
、
か

つ
て
は
西
之
京
芝
薬
師
蓮

台
野
に
位

置
し

た

(北

田
氏
前

掲
書

一
二
ペ
ー
ジ
)
。

開
山
生
誉
清
玉

は
、
織

田
信

長
生
害

の
後
本

能

寺
に
赴
うい
て
骨
灰
を
聚

め
、
手
厚
く

こ
の
寺

に
葬

っ
た
と
言

わ
れ
、

(
『
雍
州
府
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志
』

)
今

な
お
寺
内

に
信
長

の
墓

碑
を
存
し

て
い
る
。

10
、
こ
の
間

の
事
情

は
、
北

田
氏
前
掲

書

一
一
ぺ
ー

ジ
に
詳

し

い
。

一
見
撞

着
す
る

か

に
見

え
る
次

の
二
資
料
間

の
解
釈

に

つ
い
て
も
北
田
氏

に
従

い
た

い
。

…
…
蝶
夢

と
申
名
は
十
三
歳

の
頃

よ
り
師

の
寺

の
文
庫

に
俳
譜

の
枝
葉
集
と
申
物

御
座
候

を
見

て
其
表
紙

に
み

つ
か
ら
睡
花
堂
蝶
夢
と
書
申
候

も

の
は
し
ま
り
に

て

候
則
致
所
持
居
申
候

其
外
は
由
来

は
無
御

座
よ
し
被
仰
可
被

下
候
…

(天
明
元
年

三
月
二
十

日
白
露
宛

書
簡
)

我

む
か
し
家
を
出

て
東

山

の
方
丈

に
入
て
後

駈
烏

の
比
な
ら
ん
書
架

に
枝
葉
集

と

い
ひ
け
る
書

の
有

け
る
を
見
て
俳
譜

の
を
か
し
き
を
お
ほ

へ
し
よ

り
京
極

中
川

の

院

に
住

け
る

に
師

の
僧

を
般
亮
と

い
ひ
法
兄

に

一
松

と

い
ふ
人

の
有
け

る
か
常

に

其

こ

、
ろ
を
語
け

る
を
聞

て
み

つ
か
ら
蝶
夢

と
名

を
付

ぬ
…
(『
草
根
発
句
集
』
序

)

11
、
北

田
氏

は
音
長
法
師

の
俳
名

と
さ
れ
る
。

(前
掲
書

一
三

ぺ
ー

ジ
)

12
、

「故
法
師

は
當

院
八
世

の
僧

に
し

て
此
寺

に
住

事
四
十
余
年
稟

性
柔
和

に
口
に
是

非
を

い
は

す
…

…
」

(
「音
長
法
師
追

悼
和
歌
蹟
」

)

13
、

『
年
譜
便
覧
』

が
蝶
夢
を

「當

院

九
世

の
法
嗣
」

と
す

る
誤
り
は
、
八
世
音

長
法

師
を
継

い
だ
と
の
誤
解

に
よ

る
と
思

わ
れ

る
。

14
、

「
諸
九
尼

の
生

涯
」

(
『
湖
白
庵
諸

九
尼
全
集
』
収

)
四
三
六

ぺ
ー

ジ
。

15
、
か
か
る
不
自
然

な
解
釈
を
下

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由

は

『己

丑
墨
直
し
』
序

に
あ
る

が
、
こ

の
序

に
年
月

は
記

さ
れ

て
い
な

い
。

こ
の
序

の
執
筆

が
五
年
以
前

と
証

明
さ

れ
ぬ
限

り
、
問
題

は
氷

解
し
な

い
わ
け
で
あ
る
。

16
、

『経
禾
帳

改
』

に
は

「
十
二
世

青
誉

松

童
和
尚

文
化

十

一
年
八
月
八

日
」

と
見

え
る
。

17
、
明
和
五
年

六
月

二
五
日
付

の

『
門

の
か
を

り
』-
奥
に
は

「京
極
中

川

の
庵
な

る
半

閑
堂

の
竹
窓

に
し
て
」
と
記
し

た
。
.
『
松
し
ま
道

の
記
』

の
冒

頭
に
も
見
え
、
明
和

一
一年
秋
、
東
都

よ
り
西
上
し

た
既

白
を
宿
ら
し

め
た

の
も
半

閑
堂

で
あ

る
。

蝶
夢

の

私
室

で
あ
ろ
う
。

18
、

「蝶
夢
雑
考
」

(
『大

坂
と
蕉

門
』

収

)
八
九

ペ
ー
ジ
以
下
。

19
、
完
本
未
見
。

『戴
恩
謝
』
付
載

広
告
に
よ
れ
ば
四
冊
、
丸
山

一
彦

氏
執

筆

の

『
俳

譜
大
辞
典
』

に
よ

れ
ば
、
東
北

・
西
南

・
洛

・
本
文

の
四
部

よ
り
成

る
半

紙
本
ま
た

大
本

の
四
冊

と

い
う
。

『綿
屋

文
庫
連
歌
俳
譜
書
目
録
』

は
宝

暦
五
年

の
条
に
刊
本

二
点
を
掲
げ
、
西
南

・
東
北

の
部

の
半
紙
本
二
冊
、
洛

の
部

の
大
本

一
冊
を
各

一
点

と
す

る
。
明
治
大
学
図
書
館

の
分
類
力
ー
ド
に
よ
る
と
向

館
蔵
本

は
宝

暦
五
年

の
蹟

を
持
ち
、
該
本

の
同
年
刊

で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な

い
が
、東
北
の
部

の
米
花

庵
田
社

の

序

に
は

「
こ
と
し
六
十
五
翁

誹
仙
宋

屋

の
風
雅
を
賀
し

て
」

と
あ

っ
て
宝
暦
二
年

の

序
な

る
こ
と
を
示
し

て
お
り
、
頴
原

退
蔵
博
士
も

(
「
蕪
村
』

一
〇
五

ペ
ー
ジ
)
清

水
孝
之
博
士
も

(
『蕪
村
評
伝
』

七
四

ペ
ー

ジ
)
宝
暦
二
年
成

立
と
さ
れ
て

い
る
。

各

部
に
よ

っ
て
板

の
大
小

を
異

に
す
る

の
は
刊
年
を
別

に
す

る
た
め
か
と
も
思

わ
れ

る
が
、
今
は
推
測

の
域
を
出

な

い
。

20
、
高
木
蒼
梧

氏

『
俳
譜
人
名
辞
典
』

三
七
九

ぺ
ー

ジ
以
下

に
よ

っ
た
。
次

の
宋
屋
句

の
詞

書

「ふ
た
と
せ
あ
ま

り
」

を
満

二
年
以
上
と
解
す
れ
ば
、
帰
洛

は
延
享

四
年

と

な
る
。

21
、
こ

の
春
季
発
句

の
六
吟
歌
仙

は
同

門
内
輪

の
寿
会

で
巻

か
れ

た
も

の
で
、
来
客

七

十
九
人

の
年
賀

の
正
宴

は
某
年

六
月

一
日
北

野

で
催
さ
れ
た
。

(同
書
洛
之
部

)

22
、
北

田
氏
前
掲
書
二
三

ペ
ー
ジ
に
よ

っ
た
が
、
明
治
大
学
図
書
館
本

は
、
蝶
夢
句

及

び
蹟

の
掲
載
丁
を
欠

い
て
い
る
。

23
、

『
誹
譜
家

譜
』

(宝
暦
元
年
刊

)

(後

附
京
師
黙
者
門
弟
稜
句
」

に
は

「富
鈴

房

門
人
」
と
し
て
出
る
が
、

『誹
譜
家
譜
拾
遺
集
』

(明
和
七
年
刊

)
に
は
風
状

門
と

し
て
出

て

い
る
。
当
時

は
既

に
風
状
門

で
あ

っ
た
ら
し
く
、
翌
六
年
立
机

し
て
記
念

集

『冬

木
立
』

を
出
し

た
。

24

、
北

田
氏
前

掲
書
四
〇

ペ
ー
ジ
に
よ

っ
た
。
高
木

氏

『
俳
譜
人
名
辞
典
』
四

一
四

ぺ

一35一



ー
ジ
で
は

『夢

の

一
葉
』
と
呼
ん

で
い
る
。

25
、

『戴
恩

謝
』
付
載
広
告

に

「近
刻
」

と
あ
る

の
で
刊
行

は
翌
八
年

か
。

26
、

「俳
悔

』
に
よ
る
。
大

谷
篤

蔵
先
生

「大
伴

大
江
文
」

(
『
俳
句
講
座
』

3
収
)
参

照
。

27

、
延
享

四
年
に
伊
勢
派

の
鼠
通

等
が
出
し
た

「俳

譜
笈
塵
集

』
に
出
句
し

て
い
る
。

28
、
寛
保
四
年

の

「四
時

堂
米
史

歳
旦
集
』

の
巻

軸
は
淡

々
の
句

で
あ

る
。

29
、
高

木
氏

『
蝶
夢
と
落
柿
舎
』

二
三

ペ
ー

ジ
に
、

『杖

の
土
』
所
載
と
し

て
次
の
句

を
掲

げ
る
。

「
風
」

は

「
鳳
」
の
誤
り
か
。

師

婁
の
行
脚

に
古

曾
部

の
法
師

の
む
か
し
を
思

ひ

能
因

と
咄
や
合
ん
秋

の
風

風
声
亭

蝶
夢

30
、
高
木
氏

「俳

譜
人
名
辞
典
』
三

四
五

ペ
ー

ジ
に
は
二
柳

門
と
す
る
。
二
柳

の
指
導

も

受
け

た
で
あ
ろ
う
が
、

『
白
烏
集

』
蹟
に
よ
れ
ば
東
恕

門

ら
し

い
。

31
、

園
原
退

蔵
博
士

「
『奥

の
細
道
』

の
原
本
」

(
『
芭
蕉
研
究
』

3
収

)

・

「
芭
蕉

所
持
素
龍

真
蹟
本
奥

の
細
道
』

附
録
参
照
。

32
、
大
河
蓼

々
氏
執
筆

「俳

譜
大

辞
典

』

コ

元柳
」

の
項

、
西
山
氏

「不

二
庵

二
柳
」

(
「大
阪

と
蕉
門
』
収

)
参

照
。

33
、
北

田
氏
前
掲
書

四
七

ペ
ー

ジ
、
西
山
氏
前
掲

稿
七

ぺ
ー

ジ
。

34
、
前
掲
書

二
八

ペ
ー

ジ
。

35
、
京
都
大

学
文
学
部

聞
リ原

文
庫

蔵
。

『閲
原

文
庫

目
録
』

で
は

「宝
暦
頃

刊
」
と
す

る
が
、
二
柳
が
春

に

「東

湖
」
(近
江
八
幡

を
指
す
)
に
滞
在
し

た
の
は
宝
暦
十

一
・

十
二
の
両

年

で
あ
る

こ
と
、
十
二
年

の

「墨

直
し
』
は
別

に
紹
介
ず

み

で
あ
る

こ
と

の
二
理
由

か
ら
宝
暦

十

う
年
刊

と
決
定

で
き

る
。

36
、

西
山
氏

前
掲
稿
八

ペ
ー
ジ
。

「壬
午

紀
行
」

に
よ
る
と
言
う
。

37
、

『落

葉
籠
」
所
載

の
二
柳
留
別
句

詞
書

に
よ
る
。

38
、
西
山
氏
前
掲
稿

九

ペ
ー

ジ
。
大

河
氏

「
加
能

俳

譜
史
』

に
よ
る
と
言

う
。

39
、

西
山
氏

に
よ
れ
ば
、
讃
州
丸
亀

に
在

っ
た
二
柳

に

「うこ
の
頃

京
の
蝶
夢
か
ら
几
圭

の
死

を
報

じ
て
来

た
」

(前
掲
稿

一
三

ペ
ー
ジ
)
と
言

う
。
氏

の
記
事
は
二
柳

の

「

壬
午

(
宝
暦

十
二
年
)
紀
行
』

に
よ

っ
た
も

の
で

「
こ

の
頃
」
は
宝
暦
十
三
年

の
よ

う
で
あ
る
が
、
凡
圭

の
死

は
宝
暦
十
年

十
二
月

二
十
三
日

(
『
俳
講
大
辞
典
』

)
で

あ

り
、
そ

の
時
間
的
ず

れ
は
気

に
か
か
る
。

そ
れ
に
し

て
も
、

こ
の
資
料

に
よ

っ
て

几
圭
が
蝶
夢

・
二
柳
共
通

の
友

人

で
あ

っ
た
こ
と
は
証
さ

れ
る
。
ま

た
、

二
柳

の
後

援

で
成

っ
た

『白

鳥
集
』

に
、

「
京
師
」
と
し

て
宋
是

(几
圭

)
と
蝶
夢
が
並

ん

で

出
句
す
る

こ
と
も

そ
れ
を
裏

付
け
よ
う
。

40
、
石
川
銀
栄
子
氏

「
越
前
俳

譜
提
要
』

に
は
野
坂
門

、

更

の

『
ゆ
め
の
あ
と
』
序

に
は
希
因
門

と
言
う
。

両
者
に
師
事
し

た
の
で
あ

ろ
う
。

41
、
西
山
氏
前

掲
稿
九

ペ
ー

ジ
に
よ

れ
ば
、

『不

二
庵

終
焉
記

』
に

「
さ

・
な

み
や
近

江

の
国

に
て
は
白
烏

の
撰
あ

り
」

と
あ
る
由

で
あ
る
。

42

、
西
山
氏
前

掲
稿

一
一
ペ
ー

ジ
以
下

『壬
午

紀
行
』

に
よ
る
と
言
う
。

43
、
従
来

没
年
未
詳
と
さ

れ
た
が
、
蝶
夢
の
次

の
句

の
詞
書

既
白

乙
児
薙
来

つ

・
い
て
古

人
と
成

し
七
月
六
道

の
珍

寺

に

て

誰
も
来
よ

か
れ
も
と

か
な
し
迎
鐘

(
『
草
根
発
句
集
』

)

に
よ

っ
て
、

明
和
八
年
ま
た

は
九
年

(
安
永
元
年
)
と
推
定

さ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
薙

来
は
明
和
八
年
七

月
十
六
日

、
乙
児
は
同

九
年
四
月
五

日
の
没

で
あ

っ
て
、
こ

の
句

の
成

っ
た
七
月

は
九
年

の
霊

迎

え
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
既
白

の
没
日
は
こ
れ
以
前

一
年
内
に
あ
る
わ

け
で
あ
る
。

44
、
清
水
博
士

「伊
勢

の
古
調
運
動

樗
良
ー
既
白

ー

更

」
(
「
国
語
と
国
文
学
』

三
七
年

四
月

号
)

で
は
、
宝
暦
十

一
年
末
逸

漁
宛

樗
良
書

簡
を
引
用
さ
れ
て
、

こ
の

「中
四
国
旅
行

の
あ
と
、
秋
冬

の
頃

か
ら
熊
野
本
宮

湯
に
既
白
が
滞
在
し
」

(
一
二

六

ペ
ー
ジ
以
下
)
た
と
言
わ

れ
る
。

播
ヒ
メ
チ

45
、

「
融
諌

鳥

』
に

「

半
化
」

の
名

が
見
え
、
既

に
宝
暦
七
年

に

更
が
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寒
瓜
を
訪

問
し
た
ら
し

い
か
ら
、
そ

の
紹
介

に
よ

る
の
で
あ
ろ
う
。

46
、
西
山
氏
前

掲
稿
六

ぺ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、

二
柳

は
寛
延

三
年
七
月
師
希
因

没
す
る
や

幾

程
も

な
く
漂
泊

の
旅

に
出

た
と
言
う
。

47
、
今
、

西
山
氏
前
掲
稿

一
〇

ペ
ー
ジ
所
引

に
よ

っ
た
。

娼
、
西
山
氏
前

掲
稿

一
二
ぺ
ー
ジ
。

49
、
綾
足

(涼

岱
)
編

『片
歌
道

の
は
じ

め
』

に
よ
る
。

50
、
孤
本

と
思

わ
れ
る
天
理
図
書
館

本
は
、
序

に
当

た
る

一
丁
目
を
欠

く
。

51
、
刊
年

の
明
記

な
き

た
め
、

『綿

屋
文
庫
目
録
』

で
は
寛
延
四
年
奥

の
自
筆
稿
本

に

並
記
す

る
。

宝
暦
十
三
年
刊
行

説
は
既

に
荻

野
清
氏
が

『
俳
譜
大
辞
典
』

「
麦
水
」

の
項

で
立
て
ら
れ
た

が
、
辞
典

と

い
う
性
格

も
あ

っ
て
根
拠
を

明
示
し
て
は
お
ら

れ

な

い
。

よ

っ
て
次
に
略
述

し
よ
う
。
蝶
夢
践

に
よ
れ
ば
麦

水

は
本
書

刊
行
後
京

で
越

年
し
、

翌
春

東
下
せ

ね
ば
な
ら
な

い
。
宝
暦
末

年
麦
水
東
下

が
明
ら
か
な
年

は
、
大

河
氏

「
堀
麦
水
」

(
『俳
句

講
座
』

3
収

)
三
三
二

ペ
ー

ジ
に
よ
れ
ば
宝
暦
十
四

(

明
和
元

)
年
で
あ
る
。
ま

た
素

水

の
題
言

に

「
宝
暦
某

の
と
し
金
城

の
四
楽
庵
を

甥

な
る
も

の
に
譲
り

て
世

を
小

松

の
ほ
と
り
に
か
く
る
其
日
水
無

月
朔
也
け

り
」

と
言

う

「宝
暦

某
年
」
を

、
蔵
月
明
氏

(
『俳
譜

大
辞
典
』

「鶉

だ
ち
」

の
項

で
中
村

俊

定
氏

が
紹
介
)
や
大

河
氏

(前
掲
稿

三
二
三

ペ
ー

ジ
以
下

)
に
従

っ
て
宝
暦

十

一
年

と
仮
定

し
よ
う
。

そ
し
て
題
言
を
素
直

に
読
ん

で
行

け
ば
、

「
其
冬

一
株

の
あ
ふ
ち

を

た
の
み
か
た
斗

の
庵

を
む
す
」

ん
だ

の
は
同
十

一
年

、

「
其
あ
け

の
春

も
は
や
杖

笠

に
心

う

こ
」

い
た
の
は
翌
十

二
年

、

「
こ
と

し
は
湖
東

西
京

に
く
れ
な
む
又
そ

の

明

の
春

も
猶
頭
陀
岱
甲の

つ

・
く

る

へ
く
は
あ
ち

に
飛

こ

・
に
隠
れ
」
ん
と
す

る
の
は

、

十
三

・
十
四
年

の
交

と
考
え
ら

れ
、
題
言
執
筆

す
な
わ
ち
刊
行

の
年

は
宝
暦
十
三
年

に
定
ま

る

の
で
あ

る
。

な

お
付
記
す

れ
ば
、

こ
の
蝶
夢
蹟

は

『
文
集
』

収
録
時
か

な
り
の
改
寛

を
受

け
、

例
え

ば

「
こ
と
し

は
み
や

こ
の
雪

に
水
は
な
を

た
れ
こ
ん
春

は
東

の
花
に
誕
を

な
か

さ
ん
事

の
う
ら
や
ま
し
」

の
部
分

は

「
こ
と
し
都

の
花

よ

た

れ

を
流
し
来

る
秋

は

更
科

の
月

に
目
を

さ
ま
さ
ん
事

の
う
ら
や
ま
し
」

と
な

っ
て

い
る
。

雅
文
化
意

識

の

現
わ
れ
と
思
え

る
が
、

『
文
集
』

を
資
料
と
し

て
用

い
る
際

に
は
、

一
応

の
注

意

を

要

す
る
よ
う

で
あ
る
。

52
、
来
坂
中

の
鳥
酔

に
接
し

た
ら

し
く
、
宝
暦

六
年
刊

『
芭
蕉
翁
墓

碑
』
、-
同
八

年
刊

「
冬
扇

一
路
』
等

に
出
句
す

る
。

53
、
但
州
生
野

に
は
、
宝
暦
九
年

二
柳
が
立
ち
寄

っ
て

い
る
。

54
、
今
、
大
河
氏
前

掲
稿
三
三

一
ペ
ー

ジ
所
引

に
よ
る
。
琵
舟

は
長
浜
住

で
あ

る
が
敦

賀

の
人

、

『
白
鳥

集
』

に
も
出
句

し
、
そ

の
蹟

に
よ
れ
ば
東
恕

門

で
あ
る
。
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